
 

 

 

 

令和２年度 第２回 WEB 防災講演会 
 

 ～再発する大規模災害への備え 
 

 

 
１．共 催：公益社団法人 日本技術士会中国本部防災委員会 

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会中国支部 
広島県災害復興支援士業連絡会 
公益社団法人 砂防学会中四国支部 

  後 援 中国地方防災研究会     
 
２．日 時：2021 年 2 月 5 日（金） 13：00～17：00   
 
３．場 所：WEB 講演会（広島弁護士会館から配信） 

広島：広島弁護士会館（100 名）、岡山：西部技術コンサルタント(株)（10 名）、
鳥取：サンイン技術コンサルタント(株)(10 名)、島根：テクノアークしまね 
（12 名）、山口会場：常盤地下工業(株)（10 名） 

 
４．内 容 
  13：00 開会挨拶  (一社)建設コンサルタンツ協会中国支部支部長   小田秀樹 

  

 13：05 講演「花崗岩の風化様式と斜面崩壊様式」     

京都大学防災研究所名誉教授  千木良雅弘 

  14：05 休憩 (10 分) 

   

14：15 講演「花崗岩地帯における土石流の発生サイクルと防災対策」 

山口大学大学院教授  鈴木素之 

  15：15 休憩 （10 分） 

  

 15：25 講演「平成 30 年 7 月豪雨災害を踏まえた広島県の取組」   

 広島県危機管理課長  佐藤伸樹 

  15：55 講演「広島西部山系砂防事務所の取組み」  

中国地方整備局広島西部山系砂防事務所長  熊澤至朗 

  16：25 講演「専門士業の被災者支援への備え」    

 日本技術士会中国本部防災委員会  古川 智 

  16：55 閉会挨拶 (公社)日本技術士会中国本部防災委員会 

                                                                           
 



花崗岩の風化様式
と

斜面崩壊様式

千木良雅弘

公益財団法人 深田地質研究所 理事長
京都大学名誉教授

千木良雅弘

• 昭和30年(1955)群馬県生まれ

• 東京大学大学院理学系研究科修士課程 地質学
専攻 昭和55（１９８０）年修了

• （財）電力中央研究所にて，16年間
• 電力施設の地質調査や研究に従事－実際的な仕事や

研究

• 平成9年（1997年）から23年間
• 京都大学防災研究所 地盤災害研究部門

• 理学研究科地球惑星科学専攻 修士課程指導者
29名，博士課程指導11名，論文博士1名

• 令和2年4月から公益財団法人深田地質研究所

調査してきた主要な地質災害（地すべり，斜面崩壊等）

1. 1996年2月豊浜トンネル災害（北海道，20名死
亡）

2. 1997年5月八幡平災害（人的被害なし）
3. 1997年7月出水豪雨災害（鹿児島，21名死亡）
4. 1998年8月福島県南部豪雨災害（8名死亡）
5. 1999年2月横浜がけ崩れ（人的被害なし）
6. 1999年6月広島県豪雨災害（24名死亡）
7. 1999年9月台湾集集地震
8. 2000年9月東海豪雨災害
9. 2001年7月神津島地震･降雨災害
10. 2002年８月台風ルーサ（韓国，200名？）
11. 2003年７月水俣災害（21名死亡）
12. 2004年7月新潟・福島豪雨（土砂災害2名死亡）
13. 2004年10個の上陸台風による災害
14. 2004年10月新潟県中越地震（土砂で6名死亡
15. 2005年9月台風14号（土砂で22名死亡）
16. 2005年10月パキスタン北部地震（土砂で2万6千

人死亡）
17. 2007年3月能登半島地震 (土砂災害死亡者０）

18. 2007年7月新潟県中越沖地震 (土砂災
害死亡者０）

19. 2008年5月中国四川地震（死者9万人，
山崩れで2万5千人）

20. 2008年６月岩手・宮城内陸地震
21. 2009年8月台風モラコット(台湾，死者

619名，小林村で400名以上）
22. 2009年9月パダン地震（スマトラ、死

者600名以上）
23. 2011年東北地方太平洋沖地震（土砂災

害で16名死亡）
24. 2011年台風12号（死者行方不明者93

名，56名は土砂災害）
25. 2014年広島豪雨災害（死者74名）
26. 2015年ネパールゴルカ地震
27. 2017年九州北部豪雨（死者37名）
28. 2018年⻄⽇本豪雨災害（死者94名―

広島県）
29. 2018年北海道胆振東部地震（死者36

人）
30. 2019年台風19号豪雨（死者9人）雨によるもの

地震によるもの
特に引き金なし

年 場所 地質 深層
崩壊

表層
崩壊
群発

1989 房総 泥岩(軟岩） − ○
1993 鹿児島県 シラス − ○
1995 鹿児島県 シラス − ○
1997 鹿児島県出水市

安山岩， 凝灰
角礫岩 ○ △

1998 福島県南部 弱溶結凝灰岩 − ○
1999 広島市 花崗岩 − ○
1999 北海道留萌市 堆積性軟岩 − ○
2000 神津島 流紋岩質火砕

物 − ○
2000 東海地方 花崗岩 − ○
2003 水俣市、 菱刈町安山岩溶岩 ○ ○
2003 北海道日高町 硬質堆積岩

（ 付加体） − ○

2003 北海道日高町
堆積性軟岩
（剥離砂岩と
礫岩） − ○

2004 新潟県長岡市西
方

泥岩(軟岩） − ○
2004 福井県足羽川流域

火山岩地帯
（ 要確認） − ○

2004 徳島県木沢村
硬質の堆積岩
と緑色岩(付加
体） 〇 −

2004 愛媛県⻄条市 片岩 ○ ○

2004愛媛県⻄条市〜香川県 硬質砂岩（ 強風化）− ○
2004 三重県宮川村

硬質の堆積岩(付加
体） 〇 −

2005 宮崎県耳川流域
硬質の堆積岩(付加
体） ○ −

2006 長野県岡谷市 ⽕山灰土 − ○
2009山⼝県防府市 花崗岩 − ○
2010 広島県庄原市

⾵化土，⿊土(基盤
は流紋岩等） − ○

2011紀伊山地 硬質の堆積岩(付加
体） ○ −

2012阿蘇カルデラ ⽕山灰 − ○
2013伊⾖⼤島 ⽕山灰 − ○
2014広島市 花崗岩，ホルン

フェルス − ○
2017⼤分県日田市 安山岩溶岩，⽕砕

岩 〇 △
2017 福岡県朝倉市、

東峰村

花崗閃緑岩，ホル
ンフェルス − 〇

2017 福岡県朝倉市他片岩 〇 〇
2018広島県 花崗岩 − 〇
2018広島県 流紋岩 − 〇
2018愛媛県 硬質砂岩・泥岩

（強⾵化） − 〇
2019宮城県 花崗岩 − 〇

既往の豪雨災害（千木良2018災害地質学ノートに加筆）

4



既往の豪雨災害の地質と斜面崩壊発生状況
（千木良2018災害地質学ノートに加筆）

2003 北海道日高町 硬質の堆積岩(付加体） − ○
2004 三重県宮川村 硬質の堆積岩(付加体） 〇 −
2005 宮崎県⽿川流域 硬質の堆積岩(付加体） ○ −
2011 紀伊山地 硬質の堆積岩(付加体） ○ −
2004 徳島県木沢村 硬質の堆積岩と緑色岩(付加体） 〇 −
1999 北海道留萌市 堆積性軟岩 − ○
2003 北海道日高町 堆積性軟岩（剥離砂岩と礫岩） − ○
1989 房総 泥岩(軟岩） − ○
2004 新潟県⻑岡市⻄方 泥岩(軟岩） − ○
1998 福島県南部 弱溶結凝灰岩 − ○
1993 鹿児島県 シラス − ○
1995 鹿児島県 シラス − ○
2004 福井県足羽川流域 ⽕山岩地帯（要確認） − ○
2012 阿蘇カルデラ ⽕山灰 − ○
2013 伊⾖⼤島 ⽕山灰 − ○
2006 ⻑野県岡⾕市 ⽕山灰土 − ○

発生年 場所 地質 深層
崩壊

表層崩
壊群発

千木良（2018，災害地質学ノート）に加筆

表層崩壊が群発しやすい地質と深層崩壊の発生しやすい地質がある

5

既往の豪雨災害の地質と斜面崩壊発生状況
（千木良2018災害地質学ノートに加筆）

発生年 場所 地質 深層
崩壊

表層崩
壊群発

1997 鹿児島県出水市 安山岩，凝灰角礫岩 ○ △
2003 水俣市、菱刈町 安山岩溶岩 ○ ○
2017 ⼤分県日田市 安山岩溶岩，⽕砕岩 〇 △
1999 広島市 花崗岩 − ○
2000 東海地方 花崗岩 − ○
2009 山⼝県防府市 花崗岩 − ○
2014 広島市 花崗岩，ホルンフェルス − ○
2017 福岡県朝倉市、東峰村 花崗閃緑岩，ホルンフェルス − 〇
2018 広島県 花崗岩 − 〇
2019 宮城県 花崗岩 − 〇
2000 神津島 流紋岩質⽕砕物 − ○
2010 広島県庄原市 ⾵化土，⿊土(基盤は流紋岩等） − ○
2018 広島県 流紋岩 − 〇
2004 愛媛県⻄条市 片岩 ○ ○
2017 福岡県朝倉市、東峰村 片岩 〇 〇
2004 愛媛県⻄条市〜香川県 硬質砂岩（強⾵化） − ○
2018 愛媛県 硬質砂岩・泥岩（強⾵化） − 〇

千木良（2018，災害地質学ノート）に加筆6

世界の花崗岩の分布

Migon (2006)

お話の目次
• 花崗岩地域の近年の豪雨災害と岩石の風化様式

• 2019年台風19号災害
• 2018年西日本豪雨災害（広島）
• 2017年九州北部豪雨災害
• 2014年広島豪雨災害
• 1999年広島豪雨災害
• 2009年中国・九州北部豪雨災害（防府）

• なぜ花崗岩に２つの風化様式があるのか？

（球状風化とマイクロシーティング）
• 花崗岩の特徴的な地形

• トア（岩塔），岩海，球状風化

• これらの地形と風化様式の違いの原因が，花崗岩の定置
時の冷却節理の有無にある．

• 花崗岩岩体内の位置によって，風化様式，さらに
崩壊発生様式が異なるだろう．



花崗岩には二つの風化様式

2018年西日本豪雨災害（広島）
2017年九州北部豪雨災害

2019年台風19号災害

2014年広島豪雨災害
1999年広島豪雨災害

2009年中国・九州北部豪雨災害（防府）

様式に応じて発生メカニズムや
被害の形態が異なる

斜面崩壊は花崗岩地域に多発

凡例
ピンク：花崗岩
⻘：⽞武岩

廻倉地区

五福谷川
地区

10

2019年台風19号斜面崩壊の分布（宮城県丸森地区）

廻倉地区

発生：10月12日午後10：30？
3名死亡，1名不明 11

崩壊源最上部 崩壊源東側

12

近傍の崩壊はいずれもマサとコアストンの崩壊

コアストン間の隙間および岩盤割れ目からの湧水が崩壊の原因



五福⾕川地区の典型例

マイクロシーティング
の発達した岩盤

13
⼤量の土砂の流出

2018年西日本豪雨災害
（広島）

花崗岩地域

• 広島花崗岩には一般的にコアストンは発達しないが，今回被害の甚大であっ
た熊野町川角地区と安芸区矢野東では，コアストンあるいは石柱の大岩塊が
土石流に含まれており，それが被害を拡大していた。

• 石柱は柱状節理に囲まれたもので，風化してコアストンとマサになる。

• 熊野町川角地区では，崩壊土石にコアストンとともに，大石柱が含まれてお
り，崩壊源近くでは，これらの間にマサが生じていることが認められた。コ
アストンや石柱の間のマサが洗い流されるような形で失われ，これらが不安
定化して崩落したものと考えられる。

• 安芸区矢野東地区でも，崩壊源には，マサを含むコアストンが露出しており，
同様の現象であったことが推定される。

川角

熊野町川角地区
岩塔

マサの抜け出しと石柱の不安定化

地中侵食による
孔



14m

コアストンが破壊力を増した

安芸区矢野東

治山ダム

コアスト
ン

崩壊源（コアストンや石柱の間のマサの抜け出し）



2017年九州北部豪雨
花崗閃緑岩地域の崩壊

多くは深さ1mにも満たない浅い崩壊 深いものもある

21

⼤岩塊が被害を増⼤

赤⾕ 正信地区

球状⾵化→球状の⼤岩塊

22

花崗岩地域の斜面崩壊

深さ6.5m

崩壊発生
前後の標
高変化(m)

強く⾵化したマ
サ

23

石 柱

コアストン
マサ

24

2018年西日本豪雨災害
2019年台風19号（廻倉）

の花崗岩斜面崩壊模式図



2017年九州北部豪雨災害
花崗閃緑岩の崩壊模式図

表層崩壊
（土層と
コアスト
ン）

深い崩壊
（マサ）

球状⾵化ででき
たコアストン

コアストンも消
失した脆弱なマ
サ

類似現象の起こった災害：1967羽越豪雨災害
昭和42年度文部省科学研究費特定研究（災害科学）「昭和42年8月羽越水害の総合的研
究（研究代表者岩崎敏夫）」265p．
昭和42年度文部省科学研究費特定研究（特定研究）「羽越豪雨（昭和42.8.28）による崩
災の調査とその防災研究（研究代表者⻄田彰⼀）」84p

25

花崗岩には二つの風化様式

シーティングとマイクロシーティング

2014年 広島豪雨災害

八木3丁目，読売新聞8月21
日



⼤岩塊

30死者72名，不明2名

2014年広島豪雨災害

八木3丁目の沢の中流部

板状に割れて（シーティング）緩んだ
岩盤が取り去られた

シーティング節理は斜面下方に傾斜
⇒緩んだ岩盤が上流から押されてす

べり落ちる



上流からの土石流が大岩塊を巻き込んだ

（朝日航洋）

シーティングとマイクロシーティング

（マイクロシーティングに起因する土層）
1999年広島豪雨災害

Chigira, M., 2001. Engineering 
Geology, 59, 219-231.



2014年
崩壊は主にマイクロシーティング花崗岩の領域で発生し，
土石流は下位のシーティング花崗岩の領域を通過した

⼤岩塊が巻き込まれた

1999年
崩壊・土石流は

主にマイクロシーティング花崗岩の領域で発生

⼤岩塊は少なかった

1999年の崩壊と2014年の崩壊・土石流の違い

シ―ティング

マイクロ
シ―ティング

マサ

崩壊土層

崩壊土層

花崗岩地域の崩壊・土石流は，
どのような⾵化帯の領域で生じるかによって，様相を変える

Chigira, M., 2001Engineering Geology, 59(3-4), 219-231.，
千木良雅弘, 2002. 未来社, 名古屋.

1999年広島豪雨災害
1時間雨量

土壌雨量指数

2002年台風ルーサによる花崗岩地域の密集した崩壊
（韓国、カンヌン）

岩塊のない流出土砂
39

⾵化によって薄く割れた花
崗岩が土層化して，それが
崩壊

Rain-
induced
landslides
in granitic
areas

Data added to Chigira 
et al. 2016. 
Engineering Geology. 
The Geology of Japan. 
Geological Society, 
London, 461-487.



花崗岩には二つの風化様式

何で違うのか？？

2009年7月中国・九州北部豪雨
防府市の斜面崩壊の状況（勝坂地区）

勝坂

神里

真尾

奈美

三谷川

右田ヶ岳

三谷山

位置図

原図：アジア航測

田の口（沖積錐）

小起伏面

小起伏面縁の急斜面の崩壊

沖積錐上の土砂流

三谷山

このような土砂流の広がりは，右田ヶ岳から八幡岳
の南東斜面麓に広く発生した。沖積錐地域はこのよ
うな災害に注意が必要なことを示している。



地表にほぼ平行に割れて，滑り台のような面ができる

右田ヶ岳

シーティング

右田ヶ岳北面の崩壊と土石流

シーティング節理が斜
面下方に傾斜して，滑
り台になっている

このような崩壊も多数発生した。

岩屑

奈美の土石流の源頭部の１つの崩壊

マイクロシーティングの発達した中粒風化花崗岩
とその上の土層との境界はシャープ→低いせん
断抵抗

マイクロシーティングと崩壊（奈美）

地表にほぼ平行に割れて，滑り台のような面ができる
右田ヶ岳

シーティング

？



トア（岩塔）

コアストン

花崗岩は特徴的な地形を作る

岩海

トアとコアストンの形成の説明（Migon 2006)

トア コアストン

暗黙の了解として冷却節理は方状と想定

それは3次元的思考の欠如が原因

節理に沿う風化による

本当は柱状の節理が一般的で，それがトアや
コアストン，岩海の素因になっている

トア
瑞牆山

南アルプス
地蔵ヶ岳

地質調査所 シームレス地質図

甲府



南アルプス
地蔵ヶ岳
オベリスク

トア

UAV SfM
千木良，平田
（2020）日本応用地
質学会発表会，日本
地形学連合発表会

不規則な断面形態では
あるが，柱状の節理

オベリスク

オベリスク真上から 斜めからオベリスクも石柱

構造的下にsheeting, micro-sheetingの
ゾーンがあり，
その上にcolumnar joint zone がある．



たぶん花崗岩定置時の構造

トア大ヤスリ岩
山梨県瑞牆山

千木良，平田
（2020）日本応用地
質学会発表会，日本
地形学連合発表会

⻑辺23m，短辺14mの
角柱．高さ60m

トアは柱状節理に囲まれた石柱

斜めから 真上から



柱状節理を確認した個所

ボルネオ島キナバル山 山梨県地蔵ヶ岳

山梨県瑞牆山 長野県寝覚めの床

岐阜県鬼岩 三重県御在所山

滋賀県金勝山 兵庫県六甲山荒地山

鹿児島県屋久島 広島県熊野町三石山

岩海

広島県久井の岩海
UAV

明らかに角柱が多数含まれている

千木良，平田
（2020）日本地形学
連合発表会



コアストンの丸みには，

冷却時のものと
風化によるものとがある

5 角柱 角柱の縁が取れるような⻲裂（冷却時）

風化に伴う体積変化によって表層部
が剥離して丸くなる

この岩海は，柱状節理の発達
した花崗岩由来の石柱とコア
ストンの集積

熊野花崗斑岩

柱状節理が原因の球状風化

Hirata, Y., Chigira, M., Chen, Y., 2016. Earth 
Surface Processes and Landforms, n/a-n/a.

ボルネオ島キナバル山（4095 m）



Columns and boulders?

Columnar joint 
during cooling?

Host  roc k  in t r uded by  t he g ran i t e ?

柱状節理

塊状

地質調査所
2007

Gr3：中ー粗粒⿊雲⺟
花崗岩

Gf3:細粒⿊雲⺟花崗岩
および花崗閃緑岩

Gp:花崗斑岩，珪⻑岩，
流紋岩

Gd3:中―粗粒角閃石⿊
雲⺟花崗閃緑岩

Sm:泥質片岩（周防変
成岩類）

Sr,Sa:白亜紀の火山岩
類

右田ヶ岳

鳴滝



母岩
侵食

石柱とコアストン

右田ヶ岳

鳴滝

花崗岩（塊状）

花崗岩
（柱状節理）

キナバル山の
岩壁

結論

• 花崗岩の定置時に，岩体浅部には柱状節理と石柱
ができ，深部の花崗岩は塊状となる．

• 花崗岩岩体内の相対的位置に応じて，コアストン
のできる領域とできない領域とができる．

• 柱状節理に囲まれた石柱が球状風化を受け，コア
ストンができる．

• 塊状部には，シーティング節理が形成され，おそ
らくマイクロシーティングも形成される．

• このように，花崗岩の岩体内の位置に応じて，豪
雨時の崩壊様式が異なってくる．



花崗岩地帯における

土石流の発生サイクルと
防災対策

鈴木素之（山口大学）

1

（公社）日本技術士会中国本部防災委員会 （一社）建設コンサルタンツ協会中国支部
令和２年度第2回WEB防災講演会・ライブ配信～再発する大規模災害への備え～（2021.2.5）

講演の概要

• 防府市、広島市など風化花崗岩とマ
サ土が分布する地域の土石流発生
履歴

• 過去の災害を知ることが、今後の防
災に対して、どのように生かせるのか

3

近年発生した主な土砂災害

4

平成21年中国・九州北部豪雨
平成24年九州北部豪雨災害
平成25年山口・島根災害
平成25年伊豆大島災害
平成26年広島災害
平成29年九州北部豪雨災害
平成30年7月豪雨（西日本豪雨）
令和元年東日本台風
令和2年7月豪雨

土石流

土石流

土石流土石流

土石流

写真・解説文提供：広島工業大学 森脇武夫教授

西日本豪雨での広島県坂町小屋浦での被災状況

多数の渓流から土石流が河川に流入し、堆積した土砂が
河床を上げ、土石が橋や暗渠部を閉塞し、溢れた大量の
土砂と水が住宅に流入した。また、土砂と水は道路を流下
して、下流域全体が被災した。

台風19号による宮城県丸森
町を中心とした土砂災害
土砂洪水氾濫の様相

本研究の背景

• 中国地方には水に脆弱な花崗岩・マサ土
が分布していることから、土砂災害発生リ
スクはもともと高く、過去にも土石流や洪
水が頻繁に起こっていた

• 最近の豪雨災害の被災者から「昔、ここ
で災害が起きた話なんて聞いたことがな
い」「安全な場所だと思っていた」といった
声が聴かれた

• 災害の記録や教訓が伝承・周知されず、
防災面に生かされていない

5



研究の目的
• 「いつ」「どこで」「どのような」災害が

発生したかを解き明かし，それを現
在、そして後世の人々に伝える

• 100～1000年の時間スケールで災害
発生リスクを算定・評価

• ハザードマップや防災対策事業に反
映させる

長時間スケールで“災害”と“防災”を考える
『時間防災学』を提唱し、文理融合した研究
チームを編成

H21防府災害、H26広島災害、H29九州北
部豪雨災害、H30西日本豪雨等を調査

時間防災学の確立

6

土石流
多量の岩石や土砂が流
水によって谷にそって運
ばれる現象。大雨のあと
に起きやすく，川底や山
腹の斜面を削って雪だる
まのように膨らみながら
高速で下流を襲う。下流
側にある住宅や田畑が
壊滅的な被害を受ける。

7

土石流の発生メカニズムと土石流堆積物の特徴

土石流とは、上流部の崩壊などをきっかけにして、土石と水が
一体となって流下する現象

• 先端に巨岩が集中し、後方に細粒な砂礫が流下する

• 地層の上位に径の大きなものが分布する

• 分級の悪い巨礫（れき）を多く含み、細粒分のマトリックス（基
質）が礫を取り囲む

（出典：砂防学講座：渓流の土砂移動現象、山海堂、1991）

9

2009年7月21日防府市の土石流災害

10



下右田

Google11

真尾観測所（国交省）の時間雨量と累積雨量

12
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累積雨量(20日1時から）

累積雨量(21日1時から）

時間雨量（真尾）

真尾土石流発生(12：30）

R262土石流発生(11：40）

15時間

21日0:00から災害発生時までの累積雨量は山口（気象庁）で268.5mm、
防府（気象庁）で228.5mm

280mm

260mm

200mm

• 産業技術総合研究所地質調査総合センター
のHPからダウンロード

• 2009年7月20日1時～21日12時までの総雨量

真尾下右田

地質図と総雨量分布

13

15
2009年7月21日豪雨による防府土石流災害



国道262号線
勝坂

16

剣川上流の広い範囲で表層
崩壊が発生

下流の住宅地・道路・橋梁が
被災

土砂を堆積させた砂防堰堤
あり

17右田ヶ岳西向き斜面での土石流

12：00頃発生
国道262号の東西両側から土石流が発生して国道で合
流し，消防隊員らが一時行方不明
国道付近で4名死亡
流出土砂は国道を流下し，住宅街に土砂堆積
西側に治山ダムあり

西目山東向き斜面での土石流

国道262号線
下右田

真尾地区

18

12：15頃発生

上田南川上流の数箇所の崩壊に起因し、
土石流が発生
特別養護老人ホームが被災し，12名死亡

石原地区

19

12：00頃発生
矢筈ケ岳北斜面の土石流災害 下流の住宅地が被災
大歳神社付近で2名死亡 山火事の痕跡あり

石原A

石原B



20

(a) 中流域  (b) 下流域

石原Aの下流から中流域の状況
地形面

①
地形面

②

地形面
③

地形面
④

地形面
⑤

地形面
⑥

崩壊
発生場

過去の土石流堆積物

基盤岩

標高
（m）

200

150

100

50

平坦地
4°

7°
10～ 20°

5°
42°

地形面
①

地形面
②

地形面
③

地形面
④

地形面
⑤

地形面
⑥

崩壊
発生場

過去の土石流堆積物

基盤岩

標高
（m）

200

150

100

50

平坦地
4°

7°
10～ 20°

5°
42°

概略横断勾配と
露頭から推察さ
れる過去の土石
流履歴（小西純
一氏作成）

剣川

上田南川

神里川

奈美川

素川

防府市

山口河川国道事務所

山口県防府市での直轄砂防災害関連緊急事業の進捗状況

山口県

防府市

上田南川（うえだみなみがわ）完成状況

奈美川（なみがわ）完成状況

剣川（つるぎがわ）完成状況

防府市役所

神里川（かみさとがわ）完成状況

素川（すがわ）完成状況

平成22年9月10日現在
国土交通省山口河川国道
事務所提供

22

防府地域内の崩壊・土石流分布

勝坂

真尾

松ヶ谷

石原

調査対象地区

凡 例

玉泉溜池

23

渓床勾配別の土石流断面

勝坂 渓床は基岩が露出し、左岸に
は過去の堆積物が2層以上確認。

2009年堆積物

1層

2層

松ヶ谷 渓床は基岩が露出。土石流堆積物は薄い。

石原

巨礫を含む厚い土石流堆積物が特徴的
に見られる。2回以上の堆積物を確認。

緩勾配渓床

急勾配渓床

24



放射性炭素年代測定（AMS法）による土石
流堆積物の形成年代の測定

25

土石流堆積物層に巻き込まれた樹木炭化物に着目

土石流堆積物中の炭化物に対して14Ｃ年代測定を実施し、土石流堆積物
の形成年代および土石流発生のインターバルタイムを明らかにする

（出典：山口大学時間学研究所（2015）「時間学の構築I 防災と時間」，P.116，図4-14）

試料の採取

露頭での写真

採取炭化物試料（左:石原A,右:松ヶ谷） 26

27

地域に残る古文書の災害イベントと照合し、「土石流災害発生
年表」を作成

西暦 土石流発生暦 組成・層厚

土石流インターバル『山口県災異誌』

防府地区の土石流発生年表

28

砂 礫大雨 地震

宝永地震(1707)

1350年、1450年前後に土
石流が各地区で一斉に発生

砂と礫が交互に
排出されていた

災害記録から14C年代
をチェックできた

2009年以前に、少なくとも8回の土石流が60～350年間隔で発生していた



石原地区の土石流扇状地の調査

過去最高の250mm/24hの豪雨により、約670
箇所で崩壊が、490渓流で土石流が発生した

研究対象エリア 石原地区

石原A

石原B

29

調査箇所と手法

ジオスライサー作業状況

ジオスライサーによる連続採取試料（GS-10）と含有炭化物

石原B地区の現況と試料採取位置

細砂（河川堆積物）粗砂（土石堆積物）

各地点で採取した土試料に対して土の含水比試験、土の
粒度試験、土粒子の密度試験、土の強熱減量試験を実施

石原A地区で
は2箇所で、石
原B地区では
10箇所で試料
採取を行った

石原B 石原A

炭化物

30

サンプルボックスとシャッタープレートから成り、地層抜き取
り調査に用いる装置

サンプルボックス、シャッタープ
レートの順にバイブレータで打ち
込む（女性でも作業可能）

三脚とチェーンブロックを用いて地中か
ら引き抜サンプラーを引抜き、土を採取

ジオスライサーを用いたサンプリング調査

7

幅
10cm厚さ

3cm

長さ
1.5m

サンプル
ボックス

防府市石原GS‐11（L=1.63m）の土層構成

32

土石流堆積物2009土石流
堆積物 湖沼性堆積物

洪水性堆積物

洪水性堆積物 洪水性堆積物

木の実の炭化物

表土

この場所は昔から土石流と洪水の両方の影響を受けていた

地層中に複数の土石流と洪水の堆積物が確認



土層断面図（GS-10，GS-11）

33

時代とともに土石流堆積場が変遷

石原B地区の地盤構成

34

粒径加積曲線（GS‐10）、細粒分含有率と
強熱減量の関係

35

土石流堆積物と河川性・湖沼性堆
積物の間には強熱減量、細粒分含
有率の分布に違いがあった

河川・湖沼性堆積物のほうが、粒度分
布の範囲がせまく、粒径加積曲線は
全体的に土石流堆積物よりも左側に
シフトしていた

土石流堆積物

河川性堆積物

防府地域の土砂災害年表

36



佐波川の洪水記録

1650 1700 1750 1800 1850 1900 1950

0

1

2

3

4

全発生回数：64件
洪

水
発

生
回

数
（回

）

西暦（年）

約300年間で64回の洪水が発生。1600年以前では佐波川氾濫の記録は無い。

（データ典拠：防府市史）

明治44年頃の防府市街地の写真（防府市史編
算委員会：防府市史 通史Ⅲ 近代・現代，
pp.160-161，1998.）

国交省水管理・国土保全：
http://www.mlit.go.jp/river/toukei_ch
ousa/kasen/jiten/nihon_kawa/0707_s
abagawa/0707_sabagawa_02.html

明治・大正期の防府（水害）

43

8月20日午前3時
～4時、安佐南区

と安佐北区の限
られた範囲で土
砂災害が発生

土石流107（139）

渓流、がけ崩れ
59（186）箇所

※括弧内の数字は1999
年6月29日災害

2014年8月20日広島市の土石流災害

写真：Google
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防府：2009.7.21 0:00-24:00

累積雨量

日雨量:256mm

災害発生時の降雨状況と防府災害との比較
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高瀬：2014/8/19 12:00 - 8/20 10:00

累積雨量
累積雨量:247mm

山口大学・吉本准教授作成

広島

防府

44
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広島県の近年の主な土砂災害
発生年月 西暦 被災原因 主な被災場所 人的被害

大正12年7月 1923年 豪雨 広島市矢野町、坂町 死者　15名

大正15年9月 1926年 豪雨
広島市祇園町、高陽町
瀬野町、安芸郡府中町

死者　103名

昭和20年9月 1945年 枕崎台風
呉市、廿日市市大野町
江田島町

死者行方不明者　2012名

昭和26年10月 1951年 ルース台風 大竹市、廿日市市 死者行方不明者　166名

昭和42年7月 1967年 豪雨 呉市 死者行方不明者　150名

昭和47年7月 1972年 豪雨 三次市 死者行方不明者　39名

昭和63年7月 1988年 豪雨 安芸太田町加計町 死者行方不明者　14名

平成11年6月 1999年 豪雨 広島市、呉市 死者行方不明者　2名

平成18年9月 2006年 台風13号
広島市、北広島町
安芸高田市

死者行方不明者　33名

平成26年8月 2014年 豪雨 広島市安佐北区、安佐南区 死者行方不明者　74名

平成30年7月 2018年 豪雨 広島市、坂町、呉市
死者行方不明者　120名
（広島県内分）

45

県営緑丘住宅上
の渓流

光廣神社裏
の渓流

阿武の里団
地裏の渓流

八木が丘団
地裏の渓流

緑井8丁目の
渓流緑井7丁目

の渓流

H26.8.20広島市安佐南区の土石流災害

阿武山（標高585m）

写真：国土地理院

46

調査エリアの地質と調査箇所

産総研シームレス地質図

47

土石流発生地区の地形の変遷

住宅開発前（1928）の地形図 現在の地形図：扇状地の宅地化が進行

BA
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八木3丁目で41名死亡

県営緑丘住宅

49

過去の土石流堆積物の上に
住宅が建っている

広島市安佐南区八木の県営住宅裏の渓流
50

土石流堆積物の調査場所の選定

定方位の連続試料が採取可能

）

51

安佐南区八木地区 縦断面図と空中写真

被災住宅の
上流右岸で
詳細調査

52



被災渓流右岸の土石流堆積物の構成と年代

←下流

地層名
地層年代

(calAD.)

ⅴ層 1801-1892

ⅳ層 658-774

ⅰ層 25-140

ⅴ層は20m上流の

 OH-8の年代による

上流→ 53

全景写真

広島市八木町

民家の敷地で地層抜取り調査を実施

抜き取った地層から
年代測定用の炭化物
試料を採取する

作業状況写真

取り出した炭化物試料

54

ジオスライサー試料と年代結果

土石流の発生時期：西暦1760-1805年以降と推定
55

広島市周辺地区の土石流発生年表
可部東地区 試料年代 三入南地区　試料年代 八木地区 試料年代 八木地区 試料年代 緑井地区 試料年代 緑井地区 試料年代 己斐地区 試料年代 五日市地区 試料年代 土石流 土石流の 災害記録

AD. 上楽地川・上山川 ジオスライサー ジオスライサー 宮下川 トレンチ トレンチ イベント 発生間隔 【出典】

2005-2009 2014災害

1980-1982,1998-2001 1801-1892 1735-1805 1806-1893 土石流 6 1850.6.1

1760-1805（静穏期） （嘉永3年）

土石流直上年代 1730-1783 318年  【祇園町誌】

1551-1634 1521-1654 1450-1523 1521-1575 土石流 5 1532.4.2

1464-1529 1439-1486 1432-1472 1485-1660 （天文元年）

1310-1361 （静穏時） 1415-1444  【陰徳太平記】

1206-1270 1260-1305(静穏時） 約400年

1064-1154 1165-1285(静穏時） 1020-1205(静穏時）

1035-1158 991-1032 1011-1048 1035-1205 980-1035 土石流 4

881-978

774-888 （有機質土・静穏時） 約300年

678-774 土石流 3 809（大同４）

543-630 427-576 土石流 2

401-536 426-554

約400年

 57-140 土石流 1

 25-126

BC. 915-818 下流部 1690-1540

1891-1746 有機質土の年代

2625-2546,2541-2488

12,223-11,956

＊黒線は試料の暦年較正年代の範囲、着色部は土石流の推定発生時期を示す

0

164年

【類聚國史】約300年

2000
土石流 7

1500

1000

  658-715

500

過去7回の土石流がおおよそ150～400年の間隔で発生

A地区 B地区 C地区 D地区 E地区 F地区 G地区 H地区

土石流3：大同 4  (809) 年 石見，
安芸大水免民逋税（類聚國史）
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災害碑に基づく土砂災害頻度の推定

57

広島県内における水害碑の碑文資料，藤本理志・
小山耕平・熊原康博，広島大学総合博物館研究報
告，8: 91-113, 12. 25. 2016.

データ：上記と同じ藤本理志ほか（2016）

発生周期がわかれば、
将来の災害発生確率
の算定に寄与できる

出典：上記と同じ藤本理志ほか（2016）

100～150年前に発生

場所 発生年月
日

経過
年数

出典

広島市安
佐南区

1850.6.1 164 祇園
町誌

広島市東
区温品

1926.9.11 92 水害
碑

広島市安
芸区矢野
東5丁目

1907.7.15 111 水害
碑

安芸郡小
屋浦4丁目

1907.7.15 111 水害
碑

地誌に基づく土砂災害頻度の推定
西本宏（元広島県）：広島大学修士論文『広島湾沿岸地域における土石流災害について

～2014年広島土砂災害と大正15年豪雨災害との比較』，平成29年7月

58

地誌から土石
流の発生記事
を抽出・整理

概ね45年～
140年で発生

146

土石流発生モデル

1. 土石流の源となる土石が渓流に徐々に溜ま
り，土石流発生のポテンシャルが増加する．

2. 土石流発生のポテンシャルが低いうちは，
大雨が降っても土石流は発生しない．

3. 土石流の潜在的可能性が十分に高まるの
に150-400年かかり，その状態で大雨が降る

と，同時多発的な土石流の発生に結び付く
可能性がある．

59

社会的変化と土砂災害発生の関係

60

災害

飢饉

戦乱

体制
変更

（出典：山口大学時間学研究所(2015)「時間学の構築I 防災と時間」，P.120，図4-16）

地域がもつ災害ポテンシャルは時代とともに増減している



渓流の上･中・下流域での土石流の発生頻度と渓流
全体のリスクの算定・評価

61（出典：山口大学時間学研究所(2015)「時間学の構築I 防災と時間」，P.91，図4-2）

まとめ
1. 土石流堆積物の年代測定結果と分布状況から、土

石流の時間・空間的発生分布が解明された。

2. 歴史資料・既往トレンチ調査結果との照合から、土
石流の詳細な発生時期が解明された。特に年表の
土石流発生年代が災害記録と概ね整合することが
わかった。

3. 現時点のデータに限れば、土石流の発生間隔は防
府の場合約100～200年、広島の場合約150～400年
と推定された

将来も同様の頻度での発生が予想され、将来の土石流
発生の予測をするうえで重要な情報であり、危険渓流の
抽出や被災リスクの評価に期待できる

62
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1

平成30年７月豪雨災害を
踏まえた広島県の取組

令和３年２月５日
広島県危機管理監危機管理課

2

広島県の地形条件

■⼟砂災害警戒区域︓全国で最も多い 47,695箇所
☑ 山地が多い地形

広島県は，県土の７０％が山地であり，平野部が少ない。

☑ 宅地開発の進展
⾼度経済成⻑に住宅ニーズに応えるため，⼈⼝が集中した市街地の山すそに
団地を造成。

広島県内における宅地開発の事例（国土地理院空中写真使用）

2

近年の主な災害発生状況

時期 災害名称
死者・

行方不明者
負傷者 全壊家屋数

Ｈ30.7 ７月豪雨災害 １５４人（※1） １４７人 １，１６７（※２）

Ｈ26.8 8.20土砂災害 ７７人 ４４人 １３３

Ｈ22.7 ７月豪雨災害 ５人 ６人 １９

Ｈ16.9 台風１８号 ５人 １４７人 ２７

Ｈ13.3 安芸灘（芸予）地震 １人 １９３人 ６５

Ｈ11.6 6.29広島土砂災害 ３２人 ５９人 １０１

Ｈ3.9 台風１９号 ６人 ４９人 ５０

3
（※１） R2.06.30時点の状況 【注】災害関連死を含む
（※２） R2.06.30時点の状況

３０年７⽉豪⾬災害（気象概況）

⾬量分布図（XRAIN実況 平成30年7⽉6⽇19時４０分） 雨量出典：国土交通省XRAIN

この地図は，国土地理院発行の地理院地図(標準地図)を使用したものである。

等⾬量線図（平成30年7⽉3⽇0時〜8⽇24時） 雨量出典：広島県防災Web

この地図は，国土地理院地図を使用したものである。

安芸区役所⾬量観測
局 累 積 ⾬ 量 ／ 478mm 7⽉3⽇ 0時〜8⽇24時

（広島市安芸区） 最 ⼤ 時 間 ⾬ 量 ／ 70mm 7⽉6⽇19時〜6⽇20時
警固屋⾬量観測局 累 積 ⾬ 量 ／ 654mm 7⽉3⽇0時〜8⽇24時
（呉市） 最 ⼤ 時 間 ⾬ 量 ／ 60mm 7⽉7⽇5時〜7⽇6時

⿊瀬町⾬量観測局 累 積 ⾬ 量 ／ 511mm 7⽉3⽇0時〜8⽇24時
（東広島市） 最 ⼤ 時 間 ⾬ 量 ／ 48mm 7⽉7⽇5時〜7⽇6時

【参考】過去の７月の最大月間降水量

広島 645.5㎜（1993年）， 呉 594.0㎜（2009年）

７⽉６⽇１９時４０分
大⾬特別警報発表 ⼟砂災害危険度情報（平成30年7⽉7⽇６時）

本郷⾬量観測局 累 積 ⾬ 量 ／ 490mm 7⽉3⽇0時〜8⽇24時
（三原市） 最 ⼤ 時 間 ⾬ 量 ／ 60mm 7⽉7⽇5時〜7⽇6時

野呂川ダム⾬量観測局 累 積 ⾬ 量 ／ 676mm 7⽉3⽇ 0時〜8⽇24時
（呉市） 最 ⼤ 時 間 ⾬ 量 ／ 63mm 7⽉6⽇21時〜6⽇22時

雨量出典： 広島県土砂災害危険度情報

僅か６日間で最大月間降水量（７月）に
匹敵する過去最大規模の豪雨

県内大半の地域で土砂災害警戒情報
の基準値を超過

4



３０年７⽉豪⾬災害（広島県の被災状況）

死 亡 149人

⾏⽅不明 5人

合 計 154人

死者・⾏⽅不明者１００名超
過去５０年で最大の⼈的被害

＜⼈的被害＞（R２.6.30）

住宅被害
（R2.6.30） 15,720⼾

土砂災害 1,242箇所
（23市町）

浸水被害 破堤12河川
越水82河川

道路・鉄道への被害による大動脈の寸断

県全域にまたがるライフラインの被害

孤⽴状態となった地区

区 分 最⼤時 現在

停 電 約4万7千⼾
（7⽉7⽇ 8時時点）

解消
(7⽉13⽇)

断 水 約22万⼾
（各市町ピーク時）

解消
(8⽉10⽇)

＜断水した市町＞

 給水所に並ぶ住⺠の⽅々

＜避難状況＞（Ｈ30.7.7 6時時点）

避難所
最⼤開設数 702箇所

避難者
最⼤数 17,379人

＜その他の被害状況＞

安芸郡坂町小屋浦

ＪＲ⼭陽本線（河内〜本郷駅間）

線路敷が流失し寸断される鉄道

（写真提供）JR西日本

（写真提供）三原市

県内企業の操業不能続出

操業停止等あり 147事業所

直接被害あり
(倒壊，土砂流⼊，浸水) 105事業所

各地の通⾏⽌めで大渋滞

広島熊野道路

（8⽉10⽇12時時点 広島県調査）
マツダ・・・通勤・物流の影響により操業停止

7/12から体制を縮小して再開
7/23から⽣産量を抑えて昼夜の
交代制で再開

セブンイレブン・・・弁当・惣菜の⽣産現場
が⼀時操業不能
⼀時,従業員の通勤困難により
⽣産を4割に縮小

3万2千⼈超（9市町）が孤⽴状態に

（写真提供）江田島市

店頭から消えた商品

広島市内のスーパー

（7⽉10⽇ 17時時点）

庄原 市

三次市

安芸高田市

安芸太田町

北広島町

東広島市

大 崎上島 町

竹原市
熊野町

三原市

世羅町

尾道市

庄原市

三次市

県

廿日市 市

広島市

大竹市

坂町

神石高 原町

福山 市

府中市

府中町

海田 町

江 田島市
呉市

5

被災状況（災害通⾏規制区間）
道路 ⾼速道路 NEXCO

⻄⽇本
⼭陽⾃動⾞道︓県内全線
中国⾃動⾞道︓千代⽥ICから県内以東
広島呉道路︓全線
浜⽥⾃動⾞道︓千代⽥JCTから県内以北

本四⾼速 ⻄瀬⼾⾃動⾞道︓県内全線

広島⾼速道
路

広島⾼速道路︓全線

⾼速道路
(無料区

間)

国道交通省 尾道松江線︓県内全線
東広島・呉⾃動⾞道︓全線

⼀般道 国道交通省 ⼀般国道２号︓東広島〜福⼭
⼀般国道31号︓坂〜呉
⼀般国道185号︓呉〜三原

広島県 132路線272区間(内⽚側交互通⾏65区間)
（H30.7.9 17︓00時点）

鉄道 JR⻄⽇本 ⼭陽線︓笠岡〜岩国間運休
呉線︓三原〜海⽥市間運休
芸備線︓新⾒〜広島間運休
福塩線︓福⼭〜神辺，府中〜塩町間運休
（H30.7.6 14︓45時点）

⾼速
バス

広島電鉄等 広島空港リムジンバス︓運休
都市間⾼速バス︓運休

３０年７⽉豪⾬災害（交通ネットワークの被災状況）

（写真提供）中国地方整備局

（写真提供）JR西日本

（写真提供）中国地方整備局
H30.7.6  22︓00時点

（写真提供）JR西日本

バス所要時間
呉市焼⼭町－広島バスセンター

１時間
45分 ４時間
【通常】 【7/9】

【凡例】 道路規制区間 JR運休
区間

⼭陽⾃動⾞道
（志和トンネル付近）

⼟砂流⼊

道路損壊

⼀般国道２号
（広島市安芸区中野

東）

道路損壊

広島呉道路（坂町水
尻）⼀般国道31号

JR呉線 坂〜水尻駅間

⼀般国道185号
（呉市川尻町）

⼟砂流⼊
道路損壊

主要地⽅道
三原竹原線

（竹原市小梨
町）

JR⼭陽線
河内〜本郷駅間

道路損壊
軌道敷損壊

主要地⽅道
瀬野川福富本郷線
(東広島市河内町）

JR⼭陽線
⼋本松〜瀬野駅間軌道敷

損壊

橋梁流出

JR芸備線
⽩⽊⼭〜狩留家駅間

生活物資
の枯渇

呉市焼山町の小売店
交通網の寸断
による大渋滞

主要地⽅道
矢野安浦線

（広島市安芸区）

6

四十貫川

国兼川

畑賀川

府中大
川

矢口川

三篠川

尾崎川

三迫川

本村川

笹野川

猿田川

賀茂川

六間川

父賀川

手城川

鍋田川

羽原川

本郷川

吉野川
福川

西野川

天井川

玖島川

仏通寺川

梨和川

三次川

深堂川

東川

桑井川

野呂川

芦田川

榎川

油川

大土川

戸島川

有坂川

西城川

本村川

小田川

久田谷川

本郷川

横倉川

葛子川

見坂川

湯坂川

麻下川

奥迫川

宮野川

入野川

成羽川

阿下川

加屋川

金名川

見谷川

戸手川

向永谷川

天王前川

高尾川

今岡川

市原川

神谷川

藤尾川

百谷川

父尾川

服部川

堀町川

矢川

有地川

矢野川

総頭川

中畑川

沼田川

菅川瀬野川

黒瀬川

（JR山陽本線）
瀬野駅

瀬野川

浸水状況【広島市安芸区瀬野付近】

３０年７⽉豪⾬災害（河 川 ・ 流 域 下 水 の 被 災 状 況）

坂小学校

総頭川

浸水状況【安芸郡坂町付近】

黒瀬川

浸水状況【東広島市黒瀬町上保田付近】 破堤状況【野呂川水系中畑川】

破堤状況【沼田川水系菅川】

提供：福山河川国道事務所

小原大橋

沼田川

沼田川

浸水状況【三原市本郷南付近】

浸水状況【三原市本郷町船木付近】

護岸崩壊状況

三篠川

関川

浸水原因別河川数

河川数
破堤 １２
越水 ８2

（広島県土⽊建築局河川課調べ）

二河川

房後川

庄谷川

芋面川

三津大川

泉川
平坂川

瀬戸川

河手川

御調川

加茂川

宇根川

上下川

今出原川

板木川

飯田川

長田川

未渡川

馬洗川

（瀬野川福富本郷線）
沼田川流域下水道

ＪＲ山陽本線

下水道管路破損【東広島市河内町】

流域下水

流域下水被災箇所数

箇所数

破損 ４

凡例
○ ：破堤河川
△ ：越水河川
□ ：下水
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広島市安佐北区
口田南５丁目【２名死亡】

府中市木野山町【１名死亡】

広島市南区丹那町
【１名死亡】

竹原市新庄町【２名死亡】

竹原市東野町【１名死亡】

東広島市河内町中河内
【３名死亡】

三原市久井町【２名死亡】

広島市安芸区矢野東７丁目外
【12名死亡】

※発⽣件数は土砂災害危険箇所で土砂災害が発⽣した箇所，
土砂災害危険箇所以外で土砂災害による人的被害及び人家
被害等が発⽣した件数（広島県土⽊建築局砂防課調べ）

広島市安芸区上瀬野
【4名死亡】

尾道市防地町外【２名死亡】

呉市阿賀南９丁目【 １名死亡】

坂町小屋浦【15名死亡】

呉市天応⻄条外【10名死亡】

広島市安佐北区口田南３丁目
【１名死亡】

熊野町川角５丁目【 12名死亡】土砂災害による人的被害
計 87 名

東広島市⻄条町下三永【３名死亡】

呉市⾳⼾町早瀬２丁目【２名死亡】

呉市安浦町中畑外
【 ４名死亡】

東広島市⻄条町⾺木【２名死亡】

⼟砂災害発生状況
土砂災害発⽣箇所数(※)

1,242 箇所

三原市木原６丁目【１名死亡】

呉市吉浦新出町【３名死亡】

竹原市港町５丁目【１名死亡】

三原市大和町【２名死亡】

土⽯流
地すべり
急傾斜

凡
例

３０年７⽉豪⾬災害（⼟砂災害の発生状況）
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３０年７⽉豪⾬災害（崩壊発生地点分布図）

（提供）広島⼤学平成３０年７⽉豪⾬災害調査団（地理学グループ）「平成30 年7 ⽉豪⾬による広島県の斜⾯崩壊分布図」（2018年7⽉24⽇）

県内全域で７,０００か所以上の斜⾯が崩落

9

３０年７⽉豪⾬災害（被災状況）

東広島市黒瀬町及び呉市安浦町における
崩壊状況

国土地理院垂直写真

①

②

①

②１つの山で複数の土石流が発生

至 安浦→

←至 広島 広島国際大学

呉市安浦町

東広島市黒瀬町

広島市

廿日市市

大竹市

三次市

庄原市

福山市尾道市
三原市

竹原市

神石高原町

世羅町府中町

東広島市

安芸高田市

呉市
江田島市

北広島町

安芸太田町

熊野町坂町

海田町

府中

発生箇所

10

平成30年７月豪雨災害の課題

 避難勧告等が出ても，実際に避難した人が
少なかった。（避難した人の割合 ０．７４％）

 平成30年７月豪雨災害では，特に発災当初
における災害の全体像の把握や情報共有に
時間がかかった。

「県民の避難行動に関する研究」と「県の初動・
応急対応についての検証」を実施。

11

～研究結果等から導き出される具体的な取組について

避難の意思決定に影響

・「逃げていない他者」を見ることは避難を
抑制する大きな要因となっている。

・避難勧告や避難指示を聞くだけで避難
行動に結びつくことは稀である。

○「他者の力」を利用する

・他者からの呼びかけ（特に近隣・家族）が有効
である。
・近所の人が避難するのを見ることが有効である。
・異なるメディアから避難を促す情報が繰り返さ
れることが有効である。

・居住地域の浸水リスクや土砂災害リスク
を自分事として認識できていない。

・避難困難者を抱える人でも自分や家族の
リスクをイメージできていない人が多い。

・土砂災害の発生の前兆がイメージできない
ため避難のタイミングがつかみにくい。

・子どもからの呼びかけは避難行動の実行性
を高める。

避難の意思決定・
避難開始のタイミングに影響

○豪雨災害に関する知識の習得

・居住地域の災害リスクを正確に認識し，
豪雨災害の性質を理解してもらう必要がある。

・自分や家族の災害に対する脆弱性を認識して
もらう必要がある。

・避難行動を起こすタイミングについて時間的な
概念を持たせた啓発を行う必要がある。

・これまで以上に防災教育を推進していく必要が
ある。

研究結果等から分かったこと （必要性・有効性） 具体的な取組

・移動手段（自家用車）が重要な要因である。

・備品の状況やペットの受け入れの有無など
避難所の様子がわからないことが障壁
となっている。

・避難経路が通れないときにどうすればよいか
イメージできていない人が多い。

○避難の実行可能性を高める
避難場所の再考

・移動手段があることが大切である。
・ペットの受け入れなど避難を阻害する要因が
解消されている必要がある。
・避難所への滞在をイメージできるようにする
必要がある。
・複数の避難先を確保しておくことが効果的で
ある。

避難の意思決定・
避難開始のタイミングに影響

➤ひろしまマイ・タイムライン
による意識醸成

【選定理由】
・避難するタイミングが決まっている
・自分のリスクを認識できる
・避難する場所が決まっている
・誰と避難するか決まっている

➤災害リスクの可視化
【選定理由】
・災害リスクをイメージできる
・避難するタイミングがわかる

➤避難行動につながる避難所
環境等の検討

【選定理由】
・避難する方法を決められる
・避難する場所を決められる

➤呼びかけ体制構築
【選定理由】
・他者からの呼びかけがある
・逃げる人を見ることができる

➤リアルタイムに情報収集・発信
【選定理由】
・避難のタイミングがわかる
・避難する場所を確認できる

避難行動等の研究の調査・分析結果

教育1

教育2

避難所

共 助

情 報

12



13

「ひろしまマイ・タイムライン」による意識醸成
県内の全小学校等に冊子版「ひろしまマイ・タイムライン」を配布
デジタル版「ひろしまマイ・タイムライン」が作成できる専用ＷEBサイトを開設

14

広島県の特徴を学び，いつ起こるか
分からない⾃然災害から命を守るために

●⽇頃から⾏うべきこと
●災害が発⽣する危険が迫った際，

いつのタイミングで何をすべきか，
●いつ，どこに避難するのか など

を作成し，
いざという時，確実な避難⾏動
を実践することを目的としている。

広島県特有の⼟砂災害のリスクの認識を深めるため，
⼟砂災害の種類やメカニズム，過去の発生事例多数掲載

15

16

風水害が発生するかもしれない
が,まさに身の周りに起こりそうな場合に使う



県の調査により，次のことが明らかになった。
○平成30年７⽉豪⾬災害において，担当を決めて組織的に活動した⾃主防

災組織は，23.1％と少ない。
○避難の呼びかけを⾏っている組織が多い地区は，避難率が⽐較的⾼い。

⾃主防災組織による避難の呼びかけ体制の構築

○令和元年度，県内の22⾃主防災組織を対象に，避難の呼びかけ体制づく
りの支援に取り組み，各組織で呼びかけ体制が構築された。

○体制構築のノウハウや事例を盛り込んだマニュアルを作成し，
全市町・全⾃主防災組織に配布するとともに，⾃主防災組織の
役員等を対象に，研修会を実施した。

背景

市町と連携して，避難の呼びかけ体制構築の加速に取り組む
【具体的な取組】
・マニュアルを活用し，各市町で避難の呼びかけ体制づくり
セミナー，災害図上訓練，避難の呼びかけ体制づくり
ワークショップを開催
・⾃主防災組織が独⾃で体制づくりを⾏うための活動経費を補助
・市町が養成した防災リーダーのスキルアップのための事業への補助

取組

⽅向性

避難⾏動等の研究結果を踏まえた取組〜避難の呼びかけ体制の構築
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早期避難の実践

関係者が常に情報を共有し，災害時に素早く意思決定ができるよう，危機に関する情報を即時に共有する仕組みを構築する。合わせて，ICT技術

を活用したオペレーションルーム設置と災害対応スペースの効率的確保に取り組む。さらに，避難行動に移るスイッチとして，避難すべきタイミング

で豪雨災害などの危険度が個人や地区ごとに特定された「個別の最適な避難情報」を県民に届けることで，早期避難の実践につなげる。

関係者が常に情報を共有し，災害時に素早く意思決定ができるよう，危機に関する情報を即時に共有する仕組みを構築する。合わせて，ICT技術

を活用したオペレーションルーム設置と災害対応スペースの効率的確保に取り組む。さらに，避難行動に移るスイッチとして，避難すべきタイミング

で豪雨災害などの危険度が個人や地区ごとに特定された「個別の最適な避難情報」を県民に届けることで，早期避難の実践につなげる。

・被害情報（概要，位置情報，画像）
・災害種別の分析・集約

・被害情報（概要，位置情報，動画）
・災害種別の分析・集約

県警

・被害情報（概要，位置情報等）
・部隊出動情報（規模，位置情報）

消防

・被害情報（概要，位置情報等）
・部隊出動情報（規模，位置情報）

県

災害対策本部オペレーションルーム
の整備

・46型ディスプレイ×
8面をマルチディスプレイ化

・多数ある気象情報や各種観測シス
テム，県防災情報システムの情報に
加え，AIや県警，市町消防から収集し
た被害情報等を同時に表示し監視

自
動
連
携

・

Ｇ
Ⅰ
Ｓ
地
図
へ
の
展
開

素早い意思決定

共有

関係者

テレビ会議システムの導入

・市町
・気象台
・防災関係機関
・遠隔地の専門家 など

携帯電話からもアクセスが可能

・県HPやFB等
・被害情報
・避難経路情報
・避難場所情報 など

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
被
災
現
場
の
情
報
収
集

関
係
機
関
と
情
報
を
即
時
共
有

個人の状況に応じた最適な情報の発信

避
難
行
動
に
移
る
ス
イ
ッ
チ

と
し
て
情
報
発
信

迅速な避難情報発令と救助活動

・市町への避難情報発令の要請

・自主防災組織の避難呼び掛け
・消防，警察による迅速な救助
・自衛隊や緊援隊の派遣要請

迅
速
な
被
害
情
報
の
把
握

災
害
現
場
へ
の
最
適
な
リ
ソ
ー
ス
の
投
入

県民

SNS投稿

県民

関係者

初動・応急対応の検証結果を踏まえた取組
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「SNS投稿解析サービス」を活用した災害情報の収集
TwitterやFacebookなどのSNS上の投稿から県内の災害情報を把握するため，
ＳＮＳ投稿解析サービスと県防災情報システムを連携

SNS投稿解析
サービス

画像解析

自然言語
解析

各種SNS

各種条件で検索した
結果を地図上に表示

ひろしまたろう
@XXXXXX

20

「ひろしま防災チャットボット」を活用した災害情報の収集

県・市町職員，自主防災組織リーダー，消防団員等を対象としたチャットボットによる災害情報の
収集の実証実験を開始

越波による道路閉鎖。



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism Chugoku Regional Development Bureau

広島西部山系砂防事務所の取組

国土交通省中国地方整備局
広島西部山系砂防事務所長 熊澤至朗

令和3年2月5日

目次

• はじめに（事務所概要等）

• H26.8広島豪雨土砂災害

• H30.7豪雨災害

• 平時の予防対策（通常事業）

• 今後の課題と対応
2

はじめに（事務所概要等）

3

No 年月 要因 主な被災地
最大時間

雨量
死者

行方不明者
関連法令

1 S20.9 枕崎台風 呉市・大野町 57.1㎜ 2,012人

2 S26.10 ルース台風 大竹市・佐伯郡 26.2㎜ 166人

3 S42.7 集中豪雨 呉市 74.7㎜ 159人 急傾斜地法制定

4 S47.7 集中豪雨 三次市 40.0㎜ 39人

5 S63.7 集中豪雨 加計町 57.0㎜ 15人

6 H11.6 集中豪雨 広島市・呉市 81.0㎜ 32人 土砂災害防止法制定

7 H22.7 集中豪雨 庄原市・呉市 91.0㎜ 3人

8 H26.8 集中豪雨 広島市 121.0㎜ 77人 土砂災害防止法改正

9 H30.7 集中豪雨 広島県南部 63.0㎜ 147人

（No.1） 廿日市市（厳島神社）

広島県の土砂災害

過去から繰り返し甚大な土砂災害が発生しており、広島で起きた土砂災害を契機に、
急傾斜地法、土砂災害防止法が制定されるなど、全国の土砂災害防止施策へ影響。

（No.6） 広島市佐伯区 （No.8） 広島市安佐南区（No.3） 呉市警固屋
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流紋岩類および流紋岩質凝灰
岩
花崗岩
類
泥岩類

崩壊地

脆弱な土壌 「マサ土」

脆弱な地質（花崗岩類が広島県の４８％）

広島県の土砂災害

5

広島市佐伯区の宅地開発（国土地理院空中写真使用）

高度経済成長に住宅ニーズに応えるため、人口が集中した市街地の山すそに団地を造成

1960年代～90年代にかけて大規模に宅地化が進展

広島県の土砂災害

大規模な宅地化の進展

6

広島県の土砂災害

広島県における災害リスクエリアに居住する人口

【参照】都道府県別の災害リスクエリアに居住する人口について（国土交通省国土政策局）より抜粋、一部加筆

7

原爆ドーム

広島IC

国土交通省 重ねるハザードマップ

広島県の土砂災害

8



広島県の土砂災害

9

事務所概要
①平成11年6月29日に発生した大規模な土砂災害を契機として、平成13年度から広島西部山系（広島市・廿日市市・大
竹市の一部）において直轄砂防事業に着手。

②平成26年8月豪雨により発生した土砂災害に対し、平成26年9月に不安定な土砂に対する安全性確保における緊急
工事に着手。平成27年度より再度災害防止のため集中的に砂防堰堤等の整備を実施。

③平成30年7月豪雨により広域的に発生した土砂災害に対し、広島西部山系のほか、新たに広島市安芸区、呉市、安芸
郡坂町を含む安芸南部山系において不安定な土砂に対する安全性確保における緊急工事に平成30年8月より着手。
令和元年度より再度災害防止のため集中的に砂防堰堤等の整備を実施。

平成11年6月豪雨 平成26年8月豪雨 平成30年7月豪雨

広島西部山系区域

安芸南部山系区域

土石流発生箇所

直轄事業着手地区

広島西部山系区域

土石流発生箇所

広島西部山系区域

土石流発生箇所

背戸の川支川（90d）砂防堰堤
(呉市天応）

R2.1本堤完成R2.8完成H16.8完成

相田１号砂防堰堤
（広島市安佐南区相田）

303渓流砂防堰堤・土石流堆積工
（広島市安佐南区八木）

303渓流

10

広島西部山系砂防事務所長

副所長（事務・技術）

地域防災調整官

建設専門官

総務課

用地課

工務課

出張所

広島西部砂防八木出張所

広島西部砂防廿日市出張所

事務所概要

11

H26.8広島豪雨土砂災害

12



【被災概要】
◯災害による死傷者数： １４５名

死者： 77名（関連死3名含む）
重軽傷者： 68名

◯災害による被害家屋数： ４，７４９棟
全壊：１７９棟
半壊：２１７棟
一部損壊：１８９棟
床上浸水：１，０８４棟、
床下浸水：３，０８０棟

◯災害による避難者数：
最大 ２，３５４人（９０４世帯）

（図面：国土地理院）

あさみなみ やまもと

安佐南区山本地区

あさみなみ や ぎ

安佐南区八木地区

あさきた か べひがし

安佐北区可部東地区

山陽自動車道

あさきた かべちょう

安佐北区可部町地区

あさみなみ みどりい

安佐南区緑井地区

H26.8広島豪雨土砂災害の概要

三入観測所
（気象庁）

国道54号

○平成26年8月19日から20日明け方にかけて、広島市を中心とする地域が線状降水帯による豪雨
となり、１時間降水量101.0mm、3時間降水量217.5mmを観測（三入観測所）。

○広島市の安佐北区、安佐南区を中心に土石流107渓流、がけ崩れ59箇所が発生し、関連死を含
めて77名（関連死3名含む）が亡くなった。

土石流と多くの流木により家屋が倒壊
（安佐南区八木３丁目阿武の里団地）

：土石流
：がけ崩れ

土石流により多くの家屋が倒壊
（広島市安佐南区八木３丁目）

【土砂災害発生状況】

【降雨状況】

視察箇所

安佐南区

安佐北区

東区 13

土砂災害状況（八木３丁目）

上段：平成26年8月25日撮影
下段：平成26年8月20日撮影 14

TEC-FORCE活動支援

土石流危険渓流の緊急点検（砂防班） 捜索活動の安全確保等に関する技術的助言をする土砂災害専門
家

TEC-FORCE活動人員：延べ2,523人

土石流危険渓流緊急点検により324箇所を点検し、
77箇所を緊急的な対応が必要な箇所として対応を実施。

15

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 15

土砂災害専門家調査

TEC-FORCE活動

八木用水啓開

応急対策

土石流警報装置

平成26年9月 平成26年10月平成26年8月
備考

体制

現
地
調
査

土砂災害発生直後における国土交通省の対応

広島市長へ緊急点検結果を報告 大型土のうの設置市道等に堆積した土砂の撤去

ヘリ調査＋現地調査

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥによる安全性確認調査

警報装置の運用開始(8/27開始)

設置作業

八木用水啓開作業（8/25～9/12）

土砂撤去等作業（8/22～9/20）

◆1:15 注意体制

土砂災害専門家派遣要請（国土政策総合研究所、土木研究所）

被災状
況調査 ◆土石流集中地域の点検結果公表

◆その他土石流発生渓流等の点検結果公表

◆八木用水通水機能確保

◆土砂災害警報装置設置説明会

大型土のう設置作業(8/27～10/6）

◆7:00 非常体制

◆10/7注意体制
土砂災害対策推進室設置

強靱ワイヤーネットの設置作業(9/20～）

16



広島豪雨土砂災害への対応（砂防堰堤等の施設整備計画）

○被災が著しい渓流や緊急点検の結果を踏まえ、緊
急的な対応が必要な57箇所から砂防堰堤等の緊急
事業に着手（国土交通省は24箇所の緊急事業に着
手）（H26.9.19)

○国、県、市等が連携を図り、8.20災害の対応として
「砂防堰堤等の緊急事業等の施設整備計画」を公表
（H26.12.2）

砂防堰堤等の施設整備計画

※１：緊急的な工事以外の箇所には、災害前から工事を実施していた箇所、再度災害防止の
ために緊急的な工事箇所以外に行う箇所を含む。

※2：広島市のがけ地等には、広島市が管理する施設等の渓流対策を含む。

凡 例

渓流 がけ地

● 国土交通省(砂防) ▲ 農林水産省(治山)

● 農林水産省(治山) ▲ 広島県(砂防)

● 広島県(砂防) ▲ 広島県(治山)

● 広島県(治山) ▲ 広島市

● 広島市

● 電力事業者

■砂防堰堤等の施設整備計画（H26.12.2）
[単位：箇所]

区分 事業主体 対策箇所
緊急的な
工事箇所

緊急的な工事
以外の箇所※1

合 計

国土交通省 渓流 24 6 30

渓流 7 7 14

がけ地 4 3 7

治山 7 0 7

がけ地 3 0 3

渓流 9 8 17

がけ地 3 0 3

広島市 がけ地等※2 0 17 17

電力事業者 渓流 0 1 1

57 42 99

広島県

農林水産省

広島県

砂防

治山

その他

合 計

17

291(安川支川75）

大 町（1基）

183

・安佐南中学校
・大町小学校

・安佐中学校

1154(可部沢上)

1153(可部沢)

1152(可部沢下)

1156(根谷川支川104)

可部東

可部高校

183

大 林

可部東

緑井・八木

山 本

位置図

大町

580(下ノ谷川)

5312(根谷川支川47)

54

・大林小学校

大 林（4基）

砂防堰堤整備概要（その１）

291(安川支川75）

L=32m,H=9.0m

1156(根谷川支川104）

L=65m,H=6.0m

1154(可部沢上）

1153(可部沢）

1152(可部沢下）

L=103m,H=10.0m

L=59m,H=8.5m

L=69m,H=8.5m

580(下ノ谷川）上流

L=66m,H=14.0m

580(下ノ谷川）中流

L=32m,H=8.5m

5312(根谷川支川47）

L=31m,H=9.5m

580(下ノ谷川）下流

L=47m,H=13.0m

6157(山本川支川)

山 本（1基）
・春日野小学校 6157(山本川支川)

L=78m,H=11.0m

（4基）
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294(宮下川)

1001
(岩谷川)

295(古川支川)

297(鳥越川支川1)

1003 (植林川支川)

299(鳥越川)

1004(鳥越川支川2)

303(上山川)

1005(梅林西沢)

304(小原山川)

1006(上楽地川)

1006-2（梅林沢）

306(八木梅林沢)

1007(太田川支川)

307(山手川)

28(迫田川)

29(大采川)

1010隣1（鳴沢）

1009b(別所川)

1008(五反田川)

27(五反田川本川)

296(植林川)

・八木小学校

・城山北中学校

・梅林小学校

・緑井小学校

54

●現地推進室

・城南中学校

緑井・八木

1009a(別所川)

1001渓流(岩谷川)

L=26m,H=7.0m

294渓流(宮下川)下流

L=100m,H=8.5m

294渓流(宮下川)上流

L=50m,H=14.5m

295渓流(古川支川)

L=48m,H=10.0m

296渓流(植林川)

L=48m,H=7.5m

1003渓流(植林川支川)

L=64m,H=5.5m

303渓流(上山川)

1005渓流(梅林西沢)

304渓流(小原山川)

上流堰堤

L=94m,H=14.5m

下流堰堤

L=80m,H=6.0m
L=116m,H=8.0m

L=59m,H=12.0m

297(鳥越川支川1)

L=45m,H=10.0m

1006-2（梅林沢）

L=85m,H=9.0m

1004(鳥越川支川2)

L=80m,H=9.0m

299(鳥越川)

L=86m,H=12.5m

1006(上楽地川)

L=96m,H=14.5m L=100m,H=14.5m

306(八木梅林沢)上流

306(八木梅林沢)下流

L=186m,H=11.0m

307(山手川)下流

L=103m,H=9.0m

29(大采川)上流

L=112m,H=14.5m

1010隣1(鳴沢)

L=109m,H=7.0m

29(大采川)下流

L=63m,H=4.5m

28(迫田川)

L=64m,H=14.0m

1009b(別所川)

L=64m,H=11.5m

1009a(別所川)

L=44m,H=8.5m

27(五反田川本川)下流

L=141m,H=8.0m

27(五反田川本川)上流

L=130m,H=6.5m

307(山手川)上流

L=73m,H=14.5m

307(山手川)中流

L=85m,H=14.5m

1008(五反田川)

L=106m,H=9.5m

1007(太田川支川)

L=62m,H=11.5m

砂防堰堤整備概要（その２）

（30基）
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H26.8広島豪雨土砂災害緊急砂防事業 完成式

◆平成26年8月20日の広島豪雨土砂災害からの復旧・復興のための砂防堰堤等の整備が
全てが完成したことより、緊急砂防事業の完成式を12月6日（日）に開催。

◆完成式には、国土交通大臣、広島県知事、広島市長、国会議員など約80名が出席。

【防災看板披露】

赤羽国土交通⼤臣
湯﨑広島県知事

松井広島市⻑⻫藤衆議院議員
岸⽥衆議院議員

畦元衆議院議員 平口衆議院議員

森本参議院議員
⾜⽴参議院議員

⼭⽥広島市議会議⻑
広島県議会議⻑【代理】

⽯橋広島県議会建設委員会委員⻑

国土交通省水管理・国土保全局
今井砂防部⻑

小平中国地⽅整備局⻑

【主催者挨拶】

式典前の慰霊碑献花の状況

【地元の声】

赤羽 国⼟交通大臣

湯﨑 広島県知事

松井 広島市⻑

地域の復旧・復興に加
え、今後の防災・減災
対策で大きく期待する
ところ。 防災・減災が
主流となる社会の構築
に全力を傾けてまいり
たい。

ハード整備に加え、ソフ
ト対策の両面からの防
災・減災対策に全力を
あげ て取 り組み「災害
死ゼロ」を目指してまい
りたい。

この広島を世界に誇
れるまちとするために、
引き続き国・県と連携し
被災地の復旧・復興に
全力で取り組んでいき
たい。

【工事報告】

国土交通省による40基、広
島県による16基の砂防堰堤が
完成し、土砂災害による不安
が解消した。

国土交通省ならびに広島県、
広島市に対し、砂防整備事業
が完成したことに感謝いたす
次第です。ありがとうございま
す。

梅林学区復興まちづくり協議会
菅原⾠幸会⻑

愛媛大学環境デザイン学科１年
澤本 陽奈 様

中学１年の時に自宅で被災し、祖母を
亡くした。 緊急時には早めの避難をす
ることで自らの命、大切な家族の命を
守って欲しいです。

後悔する人を増やさないために祖母が
命を持って教えてくれたこと、大好きな
祖母との思い出を胸に自分ができること
をこれからも頑張っていこうと思います。

広島⻄部山系砂防事務所
熊澤事務所⻑

広島県⻄部建設事務所
宮本事務所⻑

国土交通省では、特に被害
の著しい 30渓流において40
基の砂防堰堤、2基の土石流
堆積工の整備を実施した。

広島県では、21箇所で砂防

堰堤や急傾斜地の整備を実
施。また、土砂災害防止法に
基づく警戒区域等の指定の加
速化を図ってきた。
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H30.7豪雨災害

21

降雨状況（H30.7豪雨）

平成30年7月豪雨はH26年8月豪雨と比べ、降雨継続時間が長く、降雨範囲が広域であり、
広島県内に広く土砂災害が発生した。

三入観測所（広島市安佐北区）

(mm) (mm)

8/19 8/20 8/21

雨

量

累
加

雨
量

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45
50
55
60
65
70
75
80
85
90
95

100
105
110
115
120

0:00 6:00 12:00 18:00 0:00 6:00 12:00 18:00 0:00 6:00 12:00 18:00 0:00

(mm) (mm)

7/5 7/6 7/7

雨
量

累
加
雨
量

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45
50
55
60
65
70
75
80
85
90
95

100
105
110
115
120

0:00 6:00 12:00 18:00 0:00 6:00 12:00 18:00 0:00 6:00 12:00 18:00 0:00

雨量データ XRAIN
63時間雨量

平成30年7/5 9:00 ～7/7 23:00 

広島県

温品観測所（広島市東区）

雨量レーダー画像
（Cバンドレーダー）

平成26年8月20日 4:00

総雨量 430mm
最大時間雨量 40mm

総雨量 259mm
最大時間雨量 101mm

温品観測所（広島市東区）

三入観測所（広島市安佐北区）

最大時間雨量 101mm
（H26.8.20 4:00）

最大時間雨量 40mm
（H30.7.6 19:00）

22

広島県内の土砂災害の被害状況

※広島県作成資料 23

住居間の狭い路地にも大量の土砂が堆積し、重
機の進入も困難な状況であった。

大量の土砂が堆積し出入りが困難となっていた。大量の土砂、巨石や流木等が堆積し、捜索活動
を困難にしていた。

河川、道路は機能を失っていた。

H30.7豪雨の土砂災害の特徴

土砂・洪水氾濫（呉市の事例）
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■国、県市町における緊急工事・再度災害防止箇所（545箇所） ■国土交通省における再度災害防止対策箇所

9地区で砂防堰堤等を32基整備

凡 例

広 島 県

※上記以外の箇所は今後、砂防事業・道路事業等で対応を予定。

■完成イメージ（呉市天応地区）

H30.7豪雨による土砂災害への対応状況

広島西部山系区域

安芸南部山系区域

砂防堰堤

渓流保全工

○県内1,242箇所の土砂災害発生箇所について、緊急工事及び再度災害防止として国県市町が連携し
545箇所を対象に工事を実施。

○国交省では９地区（20箇所）の緊急工事（20基）に加え、令和元年度から再度災害防止として特定緊急
砂防事業により砂防堰堤の嵩上げ等の他、新たに砂防堰堤12基、遊砂地3基を追加で整備する計画。

○特定緊急砂防事業は令和5年度末までの完成を予定。

緊
急
的
な
砂
防
工
事

及
び
再
度
災
害
防
止

国交省 26

林野庁 39

広島県 408

市町 72

砂防 271

治山 274

合計 545 箇所

○令和元年5月（広島県公表）

堆積工
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砂防工事の進め方

Step-1  応急対策

土砂災害により発生した不安定な土砂に対し、安全性を確保する応急対策を実施。

二次災害を防ぐための緊急的な砂防工事（緊急砂防工事）

Step-2 砂防堰堤整備（緊急的な砂防工事）

再度災害防止のための砂防工事（再度災害防止）

土砂災害が再び起こった場合に発生する土砂に対し、安全性を確保する砂防施設の増設。

砂防堰堤整備イメージ

ワイヤーネット設置

砂防堰堤工事状況イメージ

■ 9地区全て完了（H30年12月26日完了）

■ 9地区全ての整備が完了(R2年12月25日完了）

■R元年度からR5年度までの5ヶ年で整備

ｾﾝｻｰ線

警報装置

ワイヤーセンサー設置 監視カメラ設置

流路工整備

Ｓｔｅｐ-3 砂防施設整備

再度災害防止の
ための砂防工事

緊急的な砂防工事

土砂災害により発生した不安定な土砂に対し、安全性を確保する砂防堰堤を整備。

現在実施中

広島市安佐南区八木
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7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

広島市安佐北区
口田南３丁目

小田川

広島市安佐北区
口田南５丁目

矢口川

広島市東区
福田１丁目 寺条川右支

広島市東区
馬木

大谷川

広島市安芸区
上瀬野

大元谷川

広島市安芸区
中野東 山王川

広島市安芸区
矢野東

矢野川

安芸郡坂町
坂

総頭川

呉市
天応 大屋大川

合計 ９地区

令和４年度 令和５年度区域 地区名 渓流名

広
島
⻄
部
山
系

安
芸
南
部
山
系

平成30年度 令和元年度 令和２年度
令和３年度

：応急対策 ：砂防堰堤整備
（緊急砂防工事）

：砂防施設整備
（再度災害防止）

凡 例

再度災害防止のための砂防工事（直轄特定緊急砂防事業）

○災害関連緊急事業に引き続き、特定緊急砂防事業で、一定計画に基づき、短期・集中的に砂防堰堤の整備を実施。
○特緊事業では、渓流の保全対象への再度災害防止と、土砂洪水氾濫の防止のため、遊砂地や流域に影響が大きい
本川や渓流について砂防堰堤の整備を実施。

（代表事例大屋大川の施設配置予定箇所）

現地測量等の結果によっては、施設の位置等は
変更となる場合があります。

砂防堰堤の設置
【事業実施内容】

・砂防堰堤工 9地区
約32基整備

・遊 砂 地 3地区整備
（大屋大川，
総頭川他）

・渓流保全工
・管理用道路

：

27

応急対策の円滑な実施

応急対策を円滑に進めるため以下のような情報を速やかに把握

・ 被災箇所への工事車両の通行可能性
・ 土砂撤去等の規模感や支障物の有無
・ 消防・自衛隊等による行方不明者の捜索等の有無
・ 地元自治体による災害関連工事の状況
・ 被災箇所周辺における道路規制の状況
・ 被災箇所における関係町内会の情報
・ 砂、流木、ガレキ等の搬入場所
・ 地権者情報 など

【事例】市道が被災し復旧ま
でに相当の時間が見込まれ
たことから工事中の安芸バ
イパス道路の未供用区間を
活用し進入経路を確保

28



応急対策資材の活用

○H26.8広島豪雨土砂災害発生後、応急対策
として30箇所において強靱ワイヤーネットを
設置

○H30.7豪雨災害発生後においても、16箇所
で強靱ワイヤーネットを設置し、アーバン
ガード、ブルメタルを各１箇所で設置

○強靱ワイヤーネットについては、H26.8広島
豪雨土砂災害で使用した資材を流用（一部
は広島県にも提供）し、設置期間を短縮した。

広島市

大竹市

廿日市市

安佐北区

安佐南区

佐伯区

西区

東区
安芸区

安芸区

呉市

小 田 川

寺 条 川
右 支

大 谷 川

南区 海田町
中区

矢 口 川

坂町

熊野町

府中町

位置図

総 頭 川

矢野川

大 屋 大
川

大 元 谷
川

山 王 川

直轄事業区域

【 設置期間の短縮事例（口田南3丁目小田川）】

単位：日

工 種 H30.8 H30.9 H30.10 H30.11

設 置 の
決 定

設 計

工 場 製 作
( 新 規 )

準 備 工

設 置 工

流用することで製作期間を短縮

全体工程として
約３週間の短縮

－ 新規製作の工程
－ 流用品の工程
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地元自治体の復興計画等との整合

【参照】呉市復興計画 （地区計画） 和元年９月呉市 より抜粋 30

工事用道路の整備（工事完了後は地区道路として利用）

位置図

背景図：電子国土web（平成30年7月豪雨市右直写真）を元に作成

起点

終点

天応西条公園

➀
②

③

➀ ② ④

3-81-90f
3-81-90d

呉市天応地区において、砂防堰堤工事の
「工事用道路」を整備。市道として市に移管

③

④
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平時の予防対策

32



広島西部山系直轄砂防事業（通常）の特徴
管内の危険な渓流の中から、道路や鉄道等の重要な交通網や人口が特に集中する住宅地、小学校な
ど公的な避難場所等がある箇所を対象として、土砂災害を未然に防ぐため、砂防堰堤等の必要な施設
を集中的に整備しています。

相田１・２号砂防堰堤（広島県広島市安佐南区相田３丁目） H26.8豪雨における砂防堰堤整備（広島県広島市安佐南区緑井～八木）
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広島市西区（井口台）における土石流の捕捉事例

ひろしまけん ひろしまし にしく いのくちだい

広島県

島根県

山口県

岡山県

鳥取県

広島西部山系
直轄砂防事業

広島県広島市
西区井口台

位置図

井口台４号砂防堰堤

井口台３丁目

西広島バイパス

至 広島市内

至 五日市

井口台４号
砂防堰堤

西広島バイパス

全景

至 広島市内

対象渓流の土砂災害警戒区域内
の人家戸数772戸

至 五日市

井口台６号
砂防堰堤

井口台５号
砂防堰堤

井口台３号
砂防堰堤

井口台２号
砂防堰堤

土石流発生前（H29.3撮影） 土石流発生直後（R2.7.7撮影）

写真

【堰堤の諸元】
堤長 L=46.0m
堤高 H=9.0m
堆砂容量 V=約1,200m3

災害発生日：令和２年７月６日

降雨状況 ：累加雨量 231㎜（7月5日22時～7日4
時）

時間最大雨量 27㎜(7月6日16時～17
時）

※井口台雨量観測所（広島県）

発生箇所 ：広島県広島市西区井口台3丁目

崩壊状況 ：土石流捕捉量 約1,200m3

状 況 ：７月６日の大雨により土石流が発生
したが、砂防堰堤で土砂及び流木を
捕捉。下流地区への被害を未然に防
止した。
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■降雨状況（井口台雨量観測所（広島県）） ■土砂災害危険度情報（R2.7.6 17:00時点） ■広島市避難勧告等情報

■土石流確認から避難指示発令までの対応【広島市西区井口台】

19時過ぎ
・広島県、西区役所、
西警察署より、渓流
に異常が見られると
の連絡を受ける

土石流発生想定時刻 17:00～18:00
時間雨量20mmを超える雨が3時間続き、
累加雨量は200mmに近い。

井口台は土石流災害危険度が高い状況

時 間 7/6 0:00 12:00 18:00 21:00 7/7 0:00

気象情報 2:46 大雨警報発令

15:00

避難情報

大雨注意報

14:16 避難準備

警戒情報

○梅雨前線の停滞により、7月5日の深夜から降り始めた雨は24時間の累加雨量で200mmに達した。
○7月6日の19時過ぎに広島市西区井口台３丁目の砂防堰堤を整備した渓流において異常があるとの連絡を受け、現

地確認の結果、井口台４号砂防堰堤箇所で土石流が発生していることを確認。
○今後の雨で下流の被害が発生する可能性があることより住民への周知を広島市に要請。

（高齢者等避難開始）

【警戒レベル3】

事 務 所
対 応

21時過ぎ
・現地確認の結果、井
口台４号砂防堰堤で
土石流発生を確認
（下流被害無し）

15:25 土砂災害警戒情報発令

土石流発生想定時刻
17:00～18:00

2020年7月6日23:51発令
西区災害対策本部から【警戒レベル４】避難

指示《緊急》の発令についてお知らせします。
【対象地区】
井口台小学校区の土砂災害警戒区域等
【開設する避難場所】
井口台小学校、五日市東小学校
フローレンス井口台北側の砂防ダムから土
石流の発生の危険性が極めて高まっている
ため、井口台小学校区に、【警戒レベル４】避
難指示《緊急》を発令しました。
まだ、避難していない方は避難所、安全な場
所にある親戚・知人宅などへ緊急に避難して
ください。

広島市防災情報メール抜粋「土砂災害ポータルひろしま」より

【警戒レベル4】

地域住民が渓流
の異常を発見

22時過ぎ
・広島市に対し土石
流発生による住民へ
の周知要請

15:50 避難勧告
23:51 避難指示《緊急》
（土石流発生による指示）17:09 避難指示

広島市西区（井口台）における対応状況
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○現地で土石流が発生したことが確認出来たため、近傍の渓流において職員による巡視を実施。
○災害協定締結業者の出動を依頼し、渓流調査および除石作業を開始。
○監視カメラを設置し、土石流発生箇所の監視体制を確保。

【ドローンによる渓流調査】 【除石作業】

土
石
流
発
生

渓
流
調
査

除
石
作
業
開
始

巡

視

監
視
カ
メ
ラ
設
置

令和２年7月7日撮影 令和２年8月20日撮影

７／６ ７／7 ７／8・9 ７／13 ７／15

広島市西区（井口台）における対応状況
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令和２年7月7日撮影

【掘削・バケット積込状況】 【バケット旋回状況】 【掘削土と石灰の混合状況】

令和２年8月20日撮影

広島市西区（井口台）における土砂の撤去
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○土石流発生を確認後、土石流の捕捉状況、今後の予定を記者発表することにより住民の不安を解消。
○ドローンによる映像、写真等を事務所ＨＰで公表し、「砂防堰堤で土石流を受け止め、下流への被害が発生しなかっ

た」とマスコミ各社が報道。
○土砂撤去状況を事務所ＨＰで公表し、地域住民に現在の状況をリアルタイムで届けるようにしている。

記者発表の実施
現地状況のHP掲載

マスコミの取材 TV放映・新聞記事

継続的に取材

【R2.7.21 中国新聞 朝刊】

新聞4社、TV4社で報道 いずれも 砂防堰堤があったことで被害が発生しなかった
という趣旨の好意的な報道

【R2.7.9 中国新聞 朝刊】

【R2.7.8 読売新聞 朝刊】

発生直後の報道

【R2.7.8 放映 RCC中国放送 イマナマ！】

【R2.7.7 放映 TSS テレビ新広島】

【R2.7.8 放映 広島HOMEテレビ ５up！】

【7月7日14:30】 住民への不安解消

広島市西区（井口台）における情報発信
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今後の課題と取り組み
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る

安
全
で
迅
速
な
調
査
が

実
施
で
き
る
よ
う
検
討

調査箇所(紙媒体)提供
↓

・調査対象渓流の確認
・移動ルートの検討等
時間を要する

課題① 調査の準備に時間を要する

道に迷い調査対象渓
流にたどりつくのに
時間を要する

課題② 現地調査に時間を要する

土石流発生直後の危険
な状態(不安定土砂等)
↓

上流側の状況確認必要

課題③ 危険性の高い箇所での調査

点検表の整理の際、
写真の撮影場所等の
確認に時間を要する

課題④ とりまとめに時間を要する

【現
地】 モ

バ
イ
ル
端
末

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

調
査
結
果

（
帳
票
、
写
真
）

【災害対策本部】

点検結果表

現地写真

● 調査員の安全性、調査の迅速性向上 ● 現地で帳票作成、地図上に写真、点検表、調査進捗を表示

●

課

題

●

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
開
発
（
平
成
30
年
度
）

 土砂災害直後の緊急渓流点検において、モバイル端末（スマートフォン等）を活用することで、調査員の安全性や
調査の迅速性向上を図るSMART SABO（砂防調査・管理効率化ツール）を開発。

 土砂災害箇所の各種情報を現地で確認、現地入力で帳票を作成、写真は地図上に自動的に表示、調査進捗が
表示される。

● 試行状況（令和元年度）

調査ルートの事前確認

現地での位置情報の確認

被災状況の現地登録状況

ICT活用（SMART SABO)による土砂災害調査状況
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ICT活用（SMART SABO)による土砂災害調査状況

調査結果をSMART SABOを用いて説明
（東松山県土整備事務所）

中国地方整備局での試行（R1台風第１９号）

○R1台風第19号及び低気圧に伴う被災状況調査において
中国地方整備局よりTEC-FORCE（砂防班）職員を派遣。

○埼玉県内の被災状況調査をSMART SABOを用いて実施
。

○SMART SABOで安全で迅速な調査ができることを確認。

調査場所と現在地をSMART SABOで確認

現地状況をSMART SABOに記録

調査場所への移動

全国に
展開

全国活用(R2.7豪雨）

○R2.7.4から熊本県11市町村においてTEC-FORCE

砂防班による調査実施。のべ４４８人を投入。

○調査には、R2年度から全国での本格運用を開始

したSMART SABOを活用し、緊急調査を実施。

○ＩＣＴの活用により、従来に比べ迅速かつ安全に調

査が実施され、調査結果整理の効率化を実現。

SMART SABOのPC画⾯

【現地】
モ
バ
イ
ル
端
末

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

インターネットで共有

【災害対策本部】
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土砂災害への対応を強化するため、広島県等と連携し、広島西部山系内の渓流内において、渓流や砂防施設の点検を
効率的・効果的に実施するためにICTを活用した調査訓練を行いました。

・日時：令和２年9月11日(金) 10：00～11：30
・場所：広島市西区井口台3丁目（井口台２号、３号砂防堰堤）
・訓練内容

１）SMART SABOを活用した砂防施設点検の実施
２）UAVを利用した渓流の確認

・参加者：中国地方整備局河川部、広島西部山系砂防事務所、広島県 １５名

－ 訓練状況 －

訓練説明 ＵＡＶ訓練

SMART SABO訓練（堰堤堤体確認）SMART SABO訓練（前庭保護工確認） SMART SABO訓練（本部情報共有）

ＵＡＶ訓練

ICT活用（SMART SABO)による土砂災害調査の訓練
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約430日（約14ヶ月）

約350日（約12ヶ月）

約560日（約18ヶ月）

4ヶ月

6ヶ月

道路工事 ： 近隣の土工事及びコンクリート構造物工事を対象
河川工事 ： 近隣の築堤及び護岸工事を対象
砂防工事 ： 広島西部山系砂防事務所の砂防工事を対象
対象年度 ： 2010～2019年度竣工工事を抽出（155件）
工事規模 ： 2億～3.9億円の工事を抽出

住宅地内の車両通行状況

急峻かつ狭隘な現場

砂防工事の生産性向上の取り組み

■当事務所における砂防工事の課題例
• 急峻かつ狭隘で、家屋が隣接する厳しい状況での対応

が必要
• 工事用進入路が狭く、交通誘導員を多く配置することが

必要
• 砂防工事は、河川や道路の工事に比べ工事期間が長

い など

計画段階を含め砂防工事の生産性向上が不可欠
今年度、協力業者へのアンケートや施工実績調査等を行い生産性向上に向けた検討を実施中
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ICT技術勉強会（若手技術者）
令和２年１２月２日

第1回8月の勉強会(砂防堰堤の施工(コンクリート、INSEM工法))に続き、第2回は『ＩＣＴ』を題材に、管内工事現場にて
ＩＣＴを活用している現場で勉強会を開催しました。
砂防堰堤の現場は、「急峻な地形」や「電波状況が厳しい」、「構造が複雑で難しそう」と言ったイメージがあるかと思いますが、

現場で導入活用している施工業者へ確認したところ、『大丈夫ですよ！それだったらうちの現場に来て、勉強会の場所に使っ
て下さい！』と現場提供を頂いた事で、呉市天応地区の大屋大川渓流現場で開催しました。

現場は「安芸南部山系大屋大川渓流管理用道路工事(大之木建設)：管理用道路工事で活用」、「安芸南部山系大屋大川支

川渓流砂防堰堤第2工事(増岡組)：渓流保全工床固工で活用」しており、それぞれ現場条件・工事内容の異なる場所
にて、どのように活用されているかをＩＣＴデータ、活用状況、施工機器・建機を実際に見て感じて頂きました。
その後の意見交換会は、コロナ対策で青空の下で輪になり、「現場の感想、現場で困っている事」等の意見交換を行いました。

“これからの建設業界を担う若手技術者”

第２回は“『ＩＣＴ』砂防工事でもやってます！”
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【安芸南部山系大屋大川渓流管理用道路工事】

【安芸南部山系大屋大川支川渓流砂防堰堤第2工事】

【意見交換会】
【感想】
・他の現場を見学する機会が無いので良かった。
・見学した両現場共にＩＣＴを積極的に取り込まれており、見学ができて
良かった。

・次の現場で活かしたい。
【質疑】
・重機のメーカーによる違いはありますか？
・ブレーカー付きのバックホウでもICT施工は可能ですか？
・ICT施工のデメリットはありますか？※意見交換の内容の

一部を紹介します。

現場担当技術者
自らが現場説明
『緊張した～！』

実際に操縦席に座り、メーカーより操作説明

工事施工状況 UAV測量にて計測した3次元現況データに設計データを合体

工事施工状況

砂防堰堤直下の渓流保全工の掘削で使用

管理用道路での活用状況

コロナ対策で青空の下で輪になり意見交換

砂防堰堤

垂直壁

垂直壁直下で活用

砂防堰堤

垂直壁

砂防堰堤

垂直壁

管理用道路

この部分

３次元
データ

ICT技術勉強会（若手技術者）
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事務所職員勉強会（若手職員等）

令和2年11月18日(水)の「土木の日」に若手職員などを対象とした砂防事業勉強会を実施しまし
た。この勉強会は砂防事業を知り、一般の方に説明する能力を身につけることを目的としたもの
で、砂防工事現場の確認や情報発信に関する意見交換を行いました。（参加者15名）

－ 情報発信意⾒交換 －

H26.8豪雨災害現場を確認しました

「砂防事業とは何か｣｢広島⻄部⼭系砂防
事業について｣などを学びました

－ 砂防事業説明 －

－ 303渓流砂防堰堤 －
（広島市安佐南区⼋⽊3丁目）

－ 天応中学校砂防堰堤工事現場 －
（呉市天応東久保2丁目）

－ 井口台4号砂防堰堤 －
（広島市⻄区井口台3丁目）

－ ⽩⽯1号砂防堰堤工事現場 －
（⼤竹市⽩⽯1丁目）

7月に土石流を止めた現場を確認しました

H30.7月豪雨の現場で、土砂掘削において
ICT技術を活用している状況を確認しました

用地課係員より用地補償の仕組みについて
説明を聞きました

ホームページなど事務所が出す情報について
分かりやすくするための意見交換を行いました46

家屋撤去後
（H30.12.1撮影）

建設産業の魅力発信

現地説明
（ワイヤーネット付近）

H#0.7豪雨災害により甚大な被害を受けた９地区において、地域の復旧・復興に向け、砂防堰堤工

事に取り組む技術者が、どんな意識を持って日々工事に取り組んでいただいているのか、人となり
も含めて「ＨＰ」や「twitter」で紹介。

全体版（第一号）事務所HP
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大学包括協定の活用による土砂･洪水氾濫対策の検討

 平成30年7月豪雨で発生した土砂災害について土砂・洪水氾濫に対応する施設規模などのについ
て、広島大学との包括協定を活用し検討

 R1年度は大屋大川の現地採取土を用いて、実験装置による実験を行い流出解析のモデルを構築。

 R2年度は実験によるモデルの精度向上と遊砂地の対象土砂量の検討を実施。

砂防ダム上流土砂の分級を伴う流出過程

細流土砂流出による表面分級過程の実験装置の開発と実験の様子

表層分級過程の基礎実験装置

細粒分のみをサ
イフォンで吸引

水循環用ポンプ

主な研究項目 R1 R2 R3 R4 R5
実態調査

遊砂池容量，河川の通砂
能力，分級による体積増

加などの量的研究
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専門士業の被災者支援への備え

（公社）日本技術士会中国本部

防災委員会

古川 智

令和３年２月５日

令和２年度 第２回WEB防災講演会・ライブ配信
～再発する大規模災害への備え～

目 次

１．専門士業とは？

２．災害ボランティア受け入れ支援

３．被災者相談支援

４．復興まちづくり支援

５．今後の課題

１．専門士業とは？(１)

1

 広島県災害復興支援士業連絡会のメンバー
名称独占資格
資格がなくてもその業務を行えるが、資格取得者のみ資格名称
を名乗ることができる資格
「技術士」「社会福祉士」 「介護福祉士」 「精神保健福祉士」
⇒ 技術部門、社会・介護・精神福祉部門の専門的応用能力

を必要と する資格を有して業務に従事

士業とは
「士(さむらい)」の「業(なりわい)」
専門職能を仕事とする人で名前に「士」がつく人々のこと。

広島県災害復興支援士業連絡会のメンバー

業務独占資格
(国家資格分類)

資格がなければその業務を行うことが禁止されている資格
「弁護士」「司法書士」「行政書士」「建築士」
「社会保険労務士」 「税理士」「土地家屋調査士」
「海事代理士」「不動産鑑定士」

⇒ 法律・税務・土地・建物相談、書類作成の独占業務従事

名称独占資格
(国家資格分類)

資格がなくてもその業務を行えるが、資格取得者のみ資格
名称を名乗ることができる資格

「技術士」
「社会福祉士」 「介護福祉士」 「精神保健福祉士」

⇒ 技術部門、社会・介護・精神福祉部門の専門的応用能力
を必要と する資格を有して業務に従事

2

１．専門士業とは？(２)
団体名 広島弁護士会

被災者対応

●無料法律相談

• 被災者が抱える紛争に関して、電話相談、面談相談などを通じて、無
料で法律相談を行います。
（法テラスの協力により実施する場合もあります。）

●行政手続きに関する情報提供

• 災害発生直後には、特に行政手続きについて情報が錯綜し被災者
が情報を適切に把握することが困難となるため、電話相談、面談相
談などを通じて、被災者に行政手続きに関して情報提供を行います。

●立法政策等への提言

• 会長声明などを通じて、災害による様々な困難を抱える被災者に生じ
る問題を解決するために、立法、行政政策に関して提言を行います。

●災害ADR(裁判外紛争解決手続き)等を通じた紛争の解決

• 災害により発生した紛争に関して、弁護士が仲裁人となり、当事者間
の言い分を聞いて話し合いによる解決のサポートを行います。
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１．専門士業とは？(３)
団体名 公益社団法人 広島県社会福祉士会

社会福祉士
とは

専門的知識及び技術をもって日常生活の相談に応じる国家資格を持った専
門職です。「ソーシャルワーカーの国家資格」と呼ばれることもあります。

通常業務

身体上や精神上または環境上の理由で日常生活に困っている人の相談に応じ、助
言、指導、関係機関との連絡及び調整その他の援助を行っています。

社会福祉士は「子ども家庭支援分野」「障がい児者分野」「医療分野」「行政分野」「司
法・更生保護分野」「地域福祉分野」その他の幅広い分野で相談支援活動していま
す。支援を必要とされている方の状況や関係性を把握し、必要な制度やサービスに
結び付けることを業務としています。

被災者対応

災害時に必要とされるソーシャルワーク実践
●職能団体としての動き
• 会員による支援活動協力への各種調整（関係機関からの要請に対応）
• 災害ボランティアセンター運営支援
●会員が所属する組織としての動き
• 生活再建にかかる相談支援
• 福祉避難所開設・運営支援

4

１．専門士業とは？(４)
団体名 公益社団法人 日本技術士会 中国本部

技術士会とは

建設・農業・機械・電気電子・環境・情報等の21の技術部

門で、専門的応用能力を必要とする国家資格を有する技
術者集団です。

通常業務
コンサルタントとして自営する者、各種企業に勤務して、調
査・計画・設計・評価等の業務を行っています。

被災者対応

●職能団体としての動き
平成26年8月広島土砂災害と平成30年7月豪雨災害にお
いて、主に以下の支援活動を実施しました。
• 災害ボアンティア受け入れ
• 被災者の技術的相談
• 復興まちづくり
●会員が所属する組織(会社・学協会)としての動き
• 行政からの依頼による被災調査、復旧・復興対応
• 学協会員として被災原因調査等
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１．専門士業とは？(５)
中国本部 防災委員会他の活動内容(職能団体としての動き)

予防期 • 小学校、中学校、公民館での防災教育(企画・運営)
• 防災講演会や見学会の開催(企画・運営)

初動期
(発災後3日)

• 被災地の現地調査(企画・運営)
• 被災の原因と規模調査（各学会等と連携した企画・運営）

復旧期
(～3ヵ月)

• 災害ボランティアセンターへのスタッフ派遣
• 被災宅地調査危険度判定、擁壁・のり面被害調査(企画・運営)
• 避難所等での被災者の技術相談（土砂災害の原因、土砂災害

警戒区域指定、ハード・ソフト対策について）

復興期
(3ヵ月～)

• 被災者の生活再建相談（被災宅地・崖地の対策等）

• 被災者や被災地域が、行政からの復興計画の説明内容等をわ
かりやすく理解するための支援

• 被災地域の自治会・自主防災会の警戒・避難体制づくり支援
(防災マップ・避難マニュアル作成、避難訓練等の企画・運営)

• 被災地域の復興まちづくりのための技術的支援と合意形成支援
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お悩みチェックリスト 弁護士
司法
書士

行政
書士

税理士 技術士
土地家屋

調査士
建築士

社会保険
労務士

社会
福祉士

介護
福祉士

精神保健
福祉士

海事
代理士

中小企業診

断士

不動産

鑑定士
法テラス

第１ 住まい

1 土砂災害が起こった土地に戻るべきか迷っている ○ ○ ○ ○

2 安全に住むためにどんな工事が必要？(宅地・崖地
含む) ○ ○ ○

3 残った土地・建物をどうすべきか悩んでいる ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 土地・建物の登記のことで悩んでいる ◎ ○

5 土地を分割したい ◎

6 土地の境界がわからない ◎

第２ お金がなくて住まいの再建の見通しが立たない

1 保険金（共済金） ○ ○ ○ ○ ○

2 加算支援金（申請期限が、令和３年８月４日まで） ○ ○ ◎ ○ ○

3 自治体独自の補助金 ○ ○ ◎ ○ ○

4 災害復興住宅融資（申請期限が、令和３年７月３１
日まで）

○ ○ ○ ○ ○

5 土地の確保（がけ近事業の利用） ◎ ○ ○ ○ ○

6 被災建物・家財・自動車に関して、税金の還付 △ ○ ○ ◎

第３ お金・財産のこと

1 借金、車のローン、住宅ローンが残っている ○ ○ ○

2 お金を借りたい ○ ○ ○ ○

3 自動車の抹消登録などがそのままになっている ○

１．専門士業とは？(６)
被災者相談に対応できる専門士業一覧表(1)
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１．専門士業とは？(６)
被災者相談に対応できる専門士業一覧表(2)

お悩みチェックリスト 弁護士
司法
書士

行政
書士

税理士 技術士
土地家屋
調査士

建築士
社会保険
労務士

社会
福祉士

介護
福祉士

精神保健
福祉士

海事
代理士

中小企
業診断
士

不動産
鑑定士

法テラス

第４ 家族のこと

1 災害で亡くなられた方がいる（相続・災害弔
慰金の申請）

○ ○ ○ ○

2 不動産の名義が故人のままになっている（登
記の名義変更）

○ ◎ ○

3 離婚・DV・面会交流 ○ ○ ○

4 介護のこと、認知症の親族の今後の生活に
ついて

○ ○ ○ ○ ◎ ○

5 健康のこと ○ ○ ○

6 生活困窮 ○ ○ ○ ○

7 外国人の支援 ○ ○ ◎

第５ 身の回りの困りごと

1 近隣トラブル（災害ADR利用） ○ ○ ○

2 近くに知り合いがいない（孤立） ○ ○ ○

3 詐欺・悪徳商法の被害 ○ ◎ ○

第６ 心のこと

1 漠然とした不安がある ○ ○ ○

2 夜眠れない ○ ○ ○

3 雨が降ると、豪雨災害を思い出す（PTSD） ○ ○ ○
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１．専門士業とは？(６)
被災者相談に対応できる専門士業一覧表(3)

お悩みチェックリスト 弁護士
司法
書士

行政
書士

税理士 技術士
土地家屋
調査士

建築士
社会保険
労務士

社会
福祉士

介護
福祉士

精神保健
福祉士

海事
代理士

中小企業
診断士

不動産
鑑定士

法テラス

第７ 仕事のこと

1 勤務先から解雇（失業給付） ○ ○ ◎ ○

2 怪我で働けなくなった（労災給付） ○ ○ ◎

3 事業を再開したい、継続したい ○ ○ ○ ○

4 事業を閉めたい ○ ○

5 船舶、海岸沿いの施設の被災に関する相談 ◎

第８ 地域のこと

1 行政の復興計画の説明がよくわからない ○ ○ ○ ◎ ○

2 地域住民主体の警戒・避難体制づくりと避難
訓練をしたい

◎

3 復興まちづくりのお手伝いをしてほしい ○ ◎

4 住民主体の地区防災計画づくりのお手伝いを
してほしい

○ ◎
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２．災害ボランティア受け入れ支援(１)
（１）広島市災害ボランティア活動連絡調整会議

① 設置目的

• 大規模災害時における被災者の安全確保や生活支
援、行政の業務支援等のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に係わる諸
問題の検討並びに相互に連携を強化し、災害時に
おける円滑なボランティア活動が行える環境を整備
する。

• 災害時におけるﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの効率的な活動に資する。

② 参加組織（事務局：広島市市民局市民活動推進課）

• 社会福祉法人広島市社会福祉協議会

• 日本赤十字社広島県支部

• 広島商工会議所

• 広島県災害復興支援士業連絡会

• その他

• 広島市市民局、健康福祉局、消防局
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２．災害ボランティア受け入れ支援(１)
③ 広島市災害ボランテイア本部の具体的な活動



 7/9に調整会議に参加し、広島市災害ボラ
ンティアセンター(VC )でのスタッフ活動支援
要請有り

 7/10から派遣支援開始

 7/17付けで大田本部長から県内技術士会
会員限定でスタッフ募集
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２．災害ボランティア受け入れ支援(２)
（２）平成30年(2018年)7月豪雨時の災害ボランティア受入れ支援

（平成30年7月10日～10月末）
大田本部長から広島県内の技術士会会員への安芸区VCへのスタッフ募集メール

(7月17日付け)

会員各位
中国本部長 大田一夫

お世話になります。

この度の西日本豪雨災害は、広島県に甚大な被害を及ぼしており、本会中国本部
は社会貢献活動の一環で、広島県災害復興支援士業連絡会の一員として、被災直後
の7月10日(火)より、ボランティアセンター(以下「VC」と称す)本部、安芸区VC、安佐北
区VCの3ヶ所に各々会員を1名以上派遣しています。

被災後1週間を経て、VC本部と安佐北区VCについては概ね沈静化してきたので、こ
れ以上の派遣はしなくても良いと判断しました。しかし、安芸区VCについては、これか
ら本番と言った状況で、ボランティア・スタッフを募集します。

主な仕事は、被災者からの支援ニーズの受付です。4年前の広島豪雨災害の時も、

スタッフを募集し、大勢の会員の方にご協力をお願いしましたが、必ずしもその時の経
験は問いません。交通費の実費と、弁当代として1000円/日の日当を中国本部からお
支払いします。募集期間は、まずは当面1週間程度とします。(下記参照)

7月18日(水)～19日(金)
7月23日(月)～29日(日)
会員の皆様、奮ってご協力をお願いします。よろしくお願いします。
なお、1日単位で協力して頂ける日があれば、大田までご連絡ください。

① スタッフ派遣要請と派遣開始
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２．災害ボランティア受け入れ支援(２) 本部VC 安佐北区VC 安芸区VC
7月10日(火) 長原基司

7月11日(水) 外山涼一

7月12日(木) 長原基司 外山涼一 山下祐一

7月13日(金) 長原基司 外山涼一 古川智

7月14日(土) 長原基司 外山涼一 古川智

7月15日(日) 長原基司 外山涼一 古川智

7月16日(月) 長原基司 外山涼一 山下祐一、岡本亮、古川智

7月17日(火) 外山涼一、青原啓詞 山下祐一、岡本亮

7月18日(水) 青原啓詞

7月19日(木) 青原啓詞

7月20日(金) 青原啓詞 古川智

7月21日(土) 青原啓詞、荒本達也 古川智、森山利夫

7月22日(日) 田中 淳 古川智

7月23日(月)
7月24日(火) 加治家隆史

7月25日(水) 佛原肇

7月26日(木) 三角春樹、長原基司

7月27日(金) 佛原肇、双和祥二

7月28日(土)
7月29日(日) 横山彰宏

7月30日(月)
7月31日(火) 佛原肇、金高智之

8月1日 (水) 川端誠

8月2日 (木)
8月3日 (金)
8月4日 (土) 古川智

8月5日 (日) 古川智

8月6日 (月)
8月7日 (火) 浅間康史

8月8日 (水)
8月9日 (木) 森山利夫

8月10日(金)
8月11日(土) 森本聡

8月12日(日) 田中正美

計 6名 14名 29名

② 士業連絡会全体のスタッフ派遣とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加者

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
ｾﾝﾀｰ

技術士会
派遣延べ人数

士業連絡会
派遣延べ人数

ボランティア
参加人数

本部 6 40 －

安芸区 29 183 12,788

安佐北区 14 36 11,773

南区 0 42 5,100

合計 49 301 30,526

 主に、名称独占資格を有する技術士会、社会福祉士会、介護福
祉士会から派遣された。

⇒ 被災者がどのような助けを必要としているか理解する上で重要な活動

 当初、弁護士会、司法書士会からも派遣されたが、平行して安芸
区役所での被災者相談会(行政書士会も含め）へ主に派遣された。

13

２．災害ボランティア受け入れ支援(２)
③スタッフ派遣者とボランティア参加者の活動状況

安芸区VCにおけるニーズ受付班での派遣者活動状況 ボランティアによる土砂撤去作業状況

8/3 ニーズ受付とボランティア作業完了率

支援
事例

対象
地区

連携先 活動時期、役割、課題 対処法

事例①

広島県
安芸郡
坂町

・坂町災害
たすけあい
センター

(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ)

【活動時期】発災後1ヵ月以内の復旧期
【役割】
• 19被災箇所に地区会長と出向き、住民や

消防団による応急措置後の対処法相談

• 復旧期の早い時期に、現地調
査後の相談回答を報告書に取
りまとめ、各地区長へ提示

事例②
広島県
尾道市

・広島県地域
支え合い
センター

・尾道市
支え合い
センター

【活動時期】発災後1年半後の復興期
【役割】
• 被災世帯宅周辺の崖崩れ発生後1年半経

過してもブルーシート被覆等による応急措
置のままで復旧工事の見込みのない27箇

所への対処法を机上で検討し、センター
相談員が各世帯に説明

【課題】

• 坂町のケースのように、復旧期の早い段
階でボランティアセンターや支え合いセン
ターからの依頼を受けて対処法を検討し、
被災者や行政へ改善策を伝える必要が
あった。

• ほとんどの被災箇所が警戒区
域指定を受けており、行政の
ハード対策は直ぐには実現で
きないが、警戒避難体制等の
ソフト対策支援の必要性を提
案

• 高齢の独居者で最低限のブ
ルーシートの張替えが必要な
箇所は市の危機管理担当から
消防団への依頼は可能との回
答 14

（1）平成30年(2018年)7月豪雨時の被災宅地・崖地ハード対策相談支援

３．被災者相談支援(１)



３．被災者相談支援(１)
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① 事例① ：坂町
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３．被災者相談支援(１)
② 事例② ：尾道市

３．被災者相談支援(２)
（２）広島県地域支え合いセンターの支援活動
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① 市町地域支え合いセンターの推進体制

３．被災者相談支援(２)
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②



３．被災者相談支援(２)
③相談業務派遣実績と相談内容
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３．被災者相談支援(２)
④技術士会の相談業務実績
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■ 尾道市支え合いセンター 被災者支援専門職会議

 参加者：尾道市支え合いセンター、尾道市、広島県地域支え合いセン
ター、広島県災害復興支援士業連絡会(技術士会)
1) 第1回 2020年2月20日：ブルーシート被覆等による応急措置のままで

復旧工事の見込みのない27箇所への対処法の相談依頼あり

2) 第2回 2020年7月2日 :被災世帯27箇所の今後の対応策提案

■ 熊野町地域支え合いセン
ターによる被災者相談会

３．被災者相談支援(２)
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＜成果＞

1) 被災者にとって課題解決(軽減)の策となっている。(納得でき、次に進めることができる。)
2) 地域支え合いセンター相談員にとって、対応が難しい支援の心強い後ろ盾の仕組みになっている。

3) (当該市町域の)専門家(弁護士、司法書士等)の不在を、県域の仕組みでカバーできている。

⑤ 専門家派遣事業の成果と課題
2020年4月実施の三者協議での協議によるまとめ

＜課題＞
1) 個別相談の利用件数が少ない。ニーズはあるはず。

⇒市町支え合いセンター内で本事業の共有促進
2) 士業連絡会構成団体の支援(どんなことを依頼できるか)がわかりづらい。

⇒ 「被災者支援のための専門家相談対応資料」を各市町地域支え合いセンターへ送付
3) 被災者のこころのケアについて、士業連絡会としても対応できるが、実績がない。

4) 福祉系団体が参画しているが活かせていない。

5) 技術士が地域の防災の取り組みを支援できることも周知したい(できていない)。
⇒ 各市町レベルで支援体制づくりのワークショップ開催

6) 本事業終了後にも、被災者や継続支援機関が利用できる制度を整理、共有しておく必要がある。

⇒ 平時から相談体制を構築できるよう、広島県との平時協定の締結
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４．復興まちづくり支援(１)

対象地区 連携先 活動時期、役割、課題 対処法

広島県
安芸郡熊野町
川角地区
大原ハイツ

・大原ハイツ
復興の会

・防災士

【活動時期】復旧期と復興期
【役割】
• 平成26年8月広島豪雨災害時に復

旧・復興まちづくり実績のある自治
会への相談、行政への要望書作成
のためのアンケート調査実施を提案

• その後、自主防災会を立ち上げ、避
難マップと警戒避難マニュアル作成
支援

【課題】
• 「復興の会」は全世帯の6割からな

る住民団体のため、行政との連携
を考えると自治会と連携した自主防
災会活動が望まれた。

（町内会に未加入の住民も存在）

• 平成26年8月広島豪雨災害時

の復旧・復興まちづくり支援経
験のある防災士に、復興の会
の役員会等へ参加し、行政、自
治会等との調整役を依頼

• 自主防災会と復興の会が連携
した警戒・避難体制の見直しと
行政のハード対策への要望に
関する勉強会開催の支援予定

（1）平成30年(2018年)7月豪雨時に土石流が流出した地区の復旧・復興まちづくり支援事例



開催日 
（場所） 

参加者 内容 

第１回 
2019.2.16 

（熊野町民体育館） 

技術士会 4名、広島大学 1 名 
防災士会 1名、復興の会役員 5 名 
大原ﾊｲﾂ住民 34 名、その他住民 18 名 
熊野町 

・「土砂災害発生ﾒｶﾆｽﾞﾑと今後
の危険性について」(広大) 

・「土砂災害ﾊｰﾄﾞ対策について」
（技術士会） 

第２回 
2019.4.7 

（熊野町民体育館） 

技術士会 6名、建ｺﾝ協防災委員会 3 名 
防災士会 2名、大原ﾊｲﾂ住民 27 名 
その他住民 13 名、熊野町 

・警戒・避難について(建ｺﾝ) 
・避難マップについて(建ｺﾝ) 

第３回 
2019.4.21 

（熊野町民体育館、 
大原ﾊｲﾂ） 

技術士会 6名、建ｺﾝ協防災委員会 3 名 
防災士会 2名、大原ﾊｲﾂ住民 24 名 
その他住民 5名 

・防災まち歩き 
・避難マップの作成作業 

第４回 
2019.5. 19 

(くまの・みらい交
流館) 

技術士会 9名、防災士会 2 名 
大原ﾊｲﾂ住民 20 名、その他住民 8名 
熊野町 

・避難マップの修正 
・土砂災害警戒避難マニュアル 
・避難訓練について 

第５回 
2019.6. 2 

（大原ﾊｲﾂ、 
熊野町民体育館、 
くまの・みらい交 

流館） 

技術士会 10 名、広島弁護士会 4名 
防災士会 1名、 
大原ﾊｲﾂ住民 54 世帯 83 名 
熊野町 
地域支え合いｾﾝﾀｰ 4 名 

・避難訓練実施 
・交流会(ｶﾚｰ作り、AED の使い

方訓練等、昼食交流） 
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４．復興まちづくり支援(１)
①復旧・復興まちづくり支援事例 ：大原ハイツ
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連携体制

①広島県からの依頼による避難所における被災者相談活動

2018年8月19日の熊野町民体育館において技術士会は以下の
相談を受けた。

・土石流谷出口に自宅があり、今後の砂防事業計画によって自宅

を修繕して住み続けるか、引っ越すかの判断をしたい。

・同様な問題を持つ被災住民と復旧・復興計画について検討して

いく組織結成を呼びかけているので、士業連絡会に支援してもら

いたい。

⇒熊野町川角地区 「大原ハイツ復興の会」の支援へ

※被災者相談会に参加して住民主体の地域課題へ

の取り組み支援内容を知ることが重要と感じた。

４．復興まちづくり支援(２)
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（2）復旧・復興まちづくり支援に至る経緯

②熊野町川角地区「大原ハイツ復興の会」支援活動

1) 砂防堰堤完成後の防災マップの見直し ⇒ コロナ禍で延期

・土砂災害警戒区域の指定変更データをもとに防災マップの見直し

2) 各個人の避難事前準備表の作成勉強会の開催 ⇒ コロナ禍で延期

・各個人の避難時持ち出し物、避難タイミング等をまとめた避難事前準

備表を作成したい。（マイタイムライン作成)

3) 砂防堰堤下流流路工・道路部水路計画への要望

・復旧・復興工事の完了している流路工・水路施設を見学したい。

⇒ 安佐北区新建自治会にお願いし、2020年8月2日に見学会を実施

・熊野町による住民への説明会開催の依頼

⇒ 2020年10月4日に第1回開催済

⇒ 2021年2月末に第2回開催予定

４．復興まちづくり支援(２)
（3）復旧・復興まちづくり支援の最近の活動内容
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新建団地の見学会 (2020.8.2)

熊野町の説明会(2020.10.4)
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５．今後の課題
(1)各専門士業の特徴を理解した上での課題

・業務独占資格を有する士業は一般に知名度が高いが、名称独占資格を有する士業(技術士、福祉系

士業)は低いため、どのような被災者支援に対応できるか、士業連携による広報活動が必要

⇒ 技術士と福祉系士業の共催による「防災と福祉(いのちと暮らしを守る)のまちづくり講座」の開催

(２)災害ボランテイア受け入れ支援
・相談会対応が少ない士業では、被災者がどのような助けを必要としているかを知る重要な活動

・被災者支援を進めている団体組織との連携活動による情報交換が重要

⇒ 平成26年8月豪雨でともに活動したNPO法人から技術士会に相談があり、坂町災害たすけあい

センターの被災宅地・崖地ハード対策相談会を実施

(３)被災者相談支援
・被災者に寄り添う生活相談員に、技術士が地域防災の取り組みを支援できることを理解してもらう活動

⇒ 士業連絡会による各市町レベルで支援体制づくりのワークショップ開催

(４)復興まちづくり支援
・防災まちづくり支援には、行政、自治会等との調整役として地元の防災士との連携が重要

⇒ 住民団体である「大原ハイツ復興の会」の支援活動には、地元の防災士が活躍


